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デモ表示について 

電源コードを家庭用コンセントに接続する 
と表示窓び点灯し、デモ表示にな 0 ます。 

デモ表示をしないよラにずるには、 

電源 r 切 J のとを 

本体の 「 ピ EM モ〇 CLEARJ び表示され 
た デモ表示の動作はしません。 

〇 この状態にしてからお使いく 
2砂な上ださし、。 

巧ず 

詳しくは M ページをご覧ください。 


一お買い上げありびとうございまず一 

A ご使用の前に 

この「取扱説明書」をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

特に4〜6ページの r をを上のごを意 J は、必ずお読みいただきを全にお使いください。 

そのあと保証書と一緒に大切に保管し、必要なとさにお読みください。 \でず 


( r 绍度楽器 J の E か5の造語 


はじめに 準備 昼本操作 聞く 録音する 編集する 便利な機お その化 


LVT1569-001A 








































































^ とんなことがでをます 



• 主に IJ モコンのボタンを使って操作説明していまず。本 
体に同じマークのボタンびある場合には、本体のボタン 
ちお使いいただけます。 

•本文中のボタン名は、[ボタンち]で表をしていまず。た 
だし、数字ボタンは[数字ボタン]で、表示しています。 

•本書内のイラストは、説明のため簡略化や誇張している 
ちのびあります。 

• 本書で説明している U 外の方法でち操作でさる場合びあ 
0ます。 


アイコンについて 

續 :音楽 CD に関する操作説明 
1^1 : M □に関する操作説明 
[^1 :カセットテープに関する操作説明 
な： FM 、 AM ラジオ放送に関ずる操作説明 
^ : LINE 端子に接続した機器に関する操作説明 
:参照するページを示ず 


付属品の確認 


U モコン （1 個） 単3形乾電池(吕本） 電源コード （1 本） AM ループアンテナ （1 個) 

RM - SRCA 1- S : RC - A 1 -S 用 （U モコン動作確認用） 

RM - SRCA 1- W ： RC - A 1 -W 用 
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全上の ごま意一はじめにお読みください一 


絵表示について 

この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示び記載されています。 

これらは、製品を安全に正し<お使いいただを、人へのを害や財産への損害を未然に防止するための表示です。 
絵表示の意味をよく理解してから本文をお読みください。 


A 警告 A を意 


• この表示のを意文を無視して、誤った取扱いをすると、 
「死 t または重傷を負5可能性び想定される」内容を示し 
ていまず。 


• この表示のを意文を無視して、誤った取扱いをすると、 
「傷害を負った0物的損害び想定される」内容をおしてい 
まず。 


• 給表示の説明 

ミ主意を5ながず記号 行為を禁止ずる記号 


A A 0®(§)® 

一艘的を意 感電 禁止分度禁止水場での使田禁止水めれ禁止 


行為を指示ずる記号 


〇 € 

一艘的指示電源プラグを巧< 


f A 警告 1 

^ 万一、次のような異常び発生し 
たときはずぐに使用をやめる。 

• 煙び出ている、へんなにおいびするとき 
• 内部に水や異物び入ってしまったとを 
• 落としたり、破損したとき 
• 電源コードび傷んだとを(芯線の露出や断線など） 

ずぐに電源を r 切 J にし、必ず電源プラグをコンセントか6 
巧く。 異常び発生したまま使用していると、火災や感電の 
原因とな0ます。煙び出なくなるのを確認してから販売店 
に修理を依頼してください。お客様による修理はち険でず 
から絶対におやめくださし、。 

0 電源コードを傷つけない。 

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となります。 
特に、次のことにま意してくださし、。 

• 電源コードを加工しない 
• 電源コードを無理に曲げない 
• 電源コードをねじらない 
• 電源コードを引っ張5ない 
• 電源コードを熱器具に近づけない 
• 電源コードの上に家具などの重い物をのせない 

Q 電源プラグは根元まで確実に差し込む。 

差し込みび不完全ですと、発熱したりほこりび付着して火 
災や感電の原因となります。また、たこ足配線わ、コード 
び熱を持ち危険でずのでしないでくださし、。 

感 分解や改造をしない。 

分# 涅止 

火災や感電の原因となります。内部の点検や修理は、お買 
し、上げの販売店にご依頼くださし、。 

Q 電源プラグは定期のに清掃する。 

風呂場では使用しない。 

水場での巧用留止 

本機の中に水び入ると、火災や感電の原因となります。 

電源プラグとコンセントの間に、ゴミやほこりびたまって 
湿気を吸ラと、絶縁低下を起こして、火災の原因となりま 

Q 本機の中に物を入れない。 

す。定期的に電源プラグをコンセントか5抜さ、ゴミやほ 
こりを乾いた布で取0除いてください。 

通風孔やディスク挿入口などか5、金属物や燃えやすいわ 
のび入ると、火災や感電の原因となります。特にルさいお 
子様のいるご家庭ではま意してください。 

^ 本機の上に水などの入った容器を 
S 置かない。 

花びん、化粧品、薬品など水の入った容器を置かないでく 
ださい。こぼれたり、中に水び入った場合は、火がや感電 
の原因となります。 


^ 雷び鳴り出した！5、アンテナ線や 
M 電源プラグに触れない。 

V 

感電の原因となりまず。 J 















f A 警告 


< r \ 交流 10 0 V (ボルト) L ソがの電源電 
じゾ圧で使用しない。 


本機の包装に使用しているポリ袋 

は、ルさなおモ様の手の届くとこ 

表示された電源電圧]^处がでは、火災•感電の原因となりま 
す。本機を使用でをるのは日本国内のみです。 

ろに置かない。 

頭からかぶると窒息の原因となります。 

This set is designed for use in Japan only and can 
not be used in any other country . 


J 


A ま 意 

^ 電源プラグを巧くときは、電源 
じソコー ドを引っ張！ 5 ない。 

通風孔をふさいだり、風通しの 
^悪い場所で使用しない。 

電源コードを引っ張ると、コードに傷びつさ、火災や感電 
の原因となることびあ 0 ます。電源プラグを持って抜いて 
<ださし、。 

本機の通風孔をふさびないでください。通風孔をふさぐと 
内部に熱びこわり、火災の原因となることびあ 0 まず。 

特に次のことにミち意してください。 

^ めれた手で電源プラグを抜き差し 
纔 f しなぃ。 

感電の原因となることびあります。 

• あお向けや横倒し、逆さまにしない 

• 本箱、押し入れなど風通しの悪い狭い所に押し込まない 

• テーブルク□スを掛けない 

• 本や雑誌などをのせない 

• じゅラたんや布団の上に置かない 

• 設置するときは、壁などか 5 ] 日 cm 政上離す 

長期間使用しないとをは、電源プ 
ラグを巧く。 

^ お手入れをずるときは、電源プ 
JS < ラグを巧く。 

電源び「切」でち本機には、わずかな電流び流れています。 
安全および節電のため、電源プラグをコンセントから抜い 
て < ださい。 

電源び「切」でを本機には、わずかな電流び流れています。 
電源プラグびコンセントに接続されていると、感電の原因 
となることびあります。 

0 置を場所にを意する。 

が 移動するとさは、接続した コー 
ドや雷泥プろヴを巧<?" 

次のよラな巧に置くと、火災や感電の原因となることびあ 

0 ます。 

B 活フフグを巧く 1 \ ルでノンで ■ 1/ 乂 \ 0 

接続したまま移動すると、コードび傷つさ、火災や感電の 
原因となることびあ 0 まず。 

• 調理台や加湿器のそばなど、油煙や湯気び当たる所 
• 湿気やほこ 0 の多し、所 
• 熱器具の近<など高温になる所 
• 窓ぎわなど水滴の発生しやすい所 

Q はじめか！ 5 音量を上げずぎない。 

突然大をな音び出て、スピーカーを破損したり、聴力障 
害の原因となることびあります。電源を切る前に音量(ボ 

U ユーム）を下げておを、電源び入ってから徐々に上げてく 
ださし、。 

y 

^ ぐらついた台の上や傾いた所な 
ど不ま定な場所に置かない。 

バランスびくずれて倒れたり、落ちたりして、けびの原因 
となることびあ 0 ます。 

V 


は 

じ 

め 
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已 










































を上のごま意（つづき) 



A ま意 

A へッドホンを使用するときは、 
，> 音量を上げずぎない。 

電池の取り扱いにま意する。 

ちを刺激するよラな大きな音量で長時間続けて聞くと、聴 
力に悪い影響を与えることびあります。 

電池の取り扱いを誤ると、電池び破裂した0、液われして、 
火災 • けびや周囲をミちす原因となることびあ0ます。 

次のことにま意して < に'さし、。 

• 指定政外の電池を使用しない 

• 電池のプラス （+) とマイナス（一）を間違えない 

• 電池のプラス （+) とマイナス（一）をショートさせない 

• 電池を加熱しない 

• 分解しない 

A ディスク挿入□に、手を入れな 

手を巧ま咖だ捕 L W 

けびの原因になることびあ0ます。特にルさなおモ様のい 
るご家庭ではごミち意くださし、。 

A 3年に一度は內部の清掃を,賜売 
W 屈こ依頼する。 

内部にほこ0びたまったまま使用すると、火災の原因とな 
ることびありまず。特に、湿気のをくなる梅雨期の前に行 
なラと、より効果的です。 

V 

• 乂や水の中に入れない 

• 新しい電池と一度使用した電池を混ぜて使用しない 

• 種類の違ラ電池と混ぜて使用しない 

• 乾電池は充電しない 

•長期間使わないとさは、電池を取り出しておく 

もし、電池び液ちれをしてしまったときは、 U モコンの内 
部についた液をよくおをとってください。万一、ちれた液 
体び身体についたとさは、水でよ<洗い流して<ださい。 




欧州連合の1」サイクルマークです。 


巨 











巧用上のごま意 


本機の置き場所について 

故障などを防止ずるために、 

次のよラな場巧には置かない 

でぐださい。 


• 湿気やほこりのをい巧 

• 直射曰光の当たる所 

• バランスの悪い不安定 

• 極端に寒い所 

な所 

• 振動の激しい所 

• 熱器具の近< 

• テレビや他のアンプ、 

• 日 A 機器やけい光灯の 

チューナーのそば 

すぐそば 

• 磁気を発生する所 

• 風通しの悪い狭い場巧 



本機の使用環境温度は、己で〜3已ででず。この節囲がの 
温度で使用ずると、正しく動作しなかったり故障の原因と 
なることびありまず。 


露、水滴びついた5 

次のよラなとを、本機内部のレンズに露、水滴が付いて正 
しく再生でをない場合びありまず。 

• 暖房を始めた直後 

• 湯気や湿気のをいところに置いてあるとさ 
♦ 寒い所か 5 急に暖かい部屋に移動したとさ 

このようなときは、電源を「入 J にしたまま約！〜2時間待つ 
てか6、ご使用ください。 


本体の清掃 

} f ネル操作面びミちれた6柔5かい巧でか5ぶさしてくださ 
い。ミちれびひどいときは、水で巧をしめ6ずか、中性洗剤 
をかし巧に付けてふさ、あとか目か5ぶさしてください。 


シンナーやベンジン、アルコールなどの化学露品でふい 
たり、殺虫剤をかけないでください。変色したり表面の 
仕上げをいためることびありまず。 


テープデッキのへッド部の清掃 

音が小さくなったり音質が悪くなる前に、およそ10時間 
使うごとにへッドやピンチ□ーラー、キヤプスタンを清掃 
してください。 



市販のク U —ニングキット(綿棒とク IJ 一ニング液)を使ラ 
と便利です。 


へッ ドホンについて 

へッドホンをご使巧になるとさには、耳を刺激しないよう 
適度な音量でお楽しみください。 



ステレオで音楽をお楽しみになるときは、隣近所 
に迷惑びかからないよラな音量でお聞をくださし、。 
特に、夜はルさな音でわ周囲によく通るものです。窓を閉 
扭たりへッドホンをご使用になるなどお互いに気を配り、 
快い生活環境を守 D ましょう。このマークは音のェチケッ 
卜のシンボルマークです。 


CD と CD - R / CD - RW について 


CD についているマークを確認して 

抽□昼恒 抽日昼恒 


抽腹歷 

DIGITAL AUDIOS 


DIGITAL AUDIO 


… ..,.DIGITAL AUDIO 

9 または IReWritablel 


文字のある面に、 

のいずれかマークび入つている CD をお使いください。 
DVD やビデオ CD は再生できません。 

•本機では、 CD 規格に D-DA) に準拠しないディスクに 
ついては、動作や音質を保証でさません。 

CD を再生ずる隙口ま、に Dndf マーク」の有無や、パッ 
ケージのご注意をお読みになり、 CD 規格に準拠する 
ディスクであることをお確かめ<ださい。 


■CD-R/CD-RW ディスクにっぃて- 


お客様び編集した CD - R / CD - RW ディスクは、ファイナ 

ライズ処理されているディスクに限り本機でお楽しみい 

ただけまず。 

♦ CD-R/CD-RW ディスクを作成ずるとをは、ディスク 
フオーマツ トを ns 日 9 巨目日」にしてください。また、 
パケツ トライト方式 （ UDF フォーマツ ト）は使用しな 
いで < ださい。 

■ 音楽用の CD フ ォー マツ トで記録された CD-R/CD- 
RW ディスクび再生でさます。ただし、ディスクの特 
性 • 記録状態•傷 • ミちれ、またはプレーヤーのレンズの 
ミちれ-結露などにより本機で再生でさないことびあり 
ます。 

♦ CD-R/CD-RW ディスクをお使いになる前に、ディス 
クの使巧上のごを意をよくお読みください。 

♦ MP3 などの音声ファイルの再生または、 CD テキスト 
の表示には対応しておりません。 

•音楽用の CD フォーマツト外で記録したことのある 
CD-RW ディスクは、いったん全巧を消去してくださ 
し)。そのまま使用ずると、突然大きな音び出てスピー 
カーを破損ずるなどの原因になります。 


はじめに 


































































本体 I 


カラー/デモボタン 47) 
録音モードボタン (c^26~2 の- 
録音スピードボタン(陪 "2 が—— 


表示窓(下記参照） 

カセツトホルダー 

時計表示/スターズボタン(陸45、 46) 
a ' サウンドボタン（陸口） 



MD 録音ボタン(陸'26〜 29) 

TAPE 録音ボタン（11^30、 31 ) 

文字サイズ標準/拡大ボタン (1^4 か 

U モコン受光部 
ソース(音源)切換ボタン 
□□(►/II) 

MDO / II ) 

TAPE(^) 

FM/AM 
LINE 

CD ( A ) 取出しボタン(陣 I が 
CD トレイ（陪 '16) 


テープ (A) 取出し部(防 17) 


サウンド U フターボタン（陪■口） 
電源ボタン（陸 ■ 13) 

音量つまみ(陪 '13) 

MD ( A ) 取出しボタン（陸 J6) 
MD 挿入□(陸 ■ J6) 


LINE IN / 日 UT 端子(陪10、Iり 


-マルチコント□-ルボタン 
CD 、 MD 、 テープ(原26〜5か 
ラジオ（原 M ) 


I ィィ / W (曲の頭出し•早送り/早戻し) 
■ (停止） 


表示窓(ディスプレイ) 


プ□グラム表示 ( b ^20) 


FM ステレオ表示(陪^4) 


スヌーズ表示(腹 =45) 


ランダム表示(幅 =19) 


ス U —プタイマー表术(陪 42) - 

タイマーモードの表示(陸42、 43)—1 
リバースモード表示（陸 ■ 17、2の 
テープ走行方向（陸17、2か 


スーノ くーノ くスプ□表示(隊 73) 
グループ表示（陸 '79) 

FM モノラル表示（陪 ^4) 



タイトルサーチ表示(屈'ク〇 
U ピート表示（陸■け） 

MD の 

録音時間表お 
倍速録音表示 
グループ録音表示 


日 P リンク表示(陸 22 ) 

オートスタンバイ表示(陸4が 


CD 表示（陸 I が 

TAPE 表示 (^77) 

— c^i 停止中点丹 

TAPE II 

:停止中点灯 

再生中、一時停止中点滅 

再生中、録音中点滅 

MD 表示（原 I が 

REG 

..了 ープ録音中点滅 

MD" : 停止中点丹 



再生中、録音中点滅、 

一時停止中点滅 

REC : MD 録音中点滅 
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リモコン （RM-SRCAl) 


数字 （1 〜10、0、^ 10) ボタン 

拉 12、15、 18. 20. 32~38、 
が、 44) 


才ートプ U セツト （0) ボタン 

(陽 J 5) 


タイトル/編集ボタン 

(腸 •32-37) 

グループ タイトル/編集ボタン 

(粒38~41) 

ソース(音源)切換ボタン 

(防 J 4、 16—22) 

再生/ FM モードボタン(防 ' M 、 19、 20) 
U ピートボタンの 
U バースモードボタン（陸 "lA 28) 

ス ヌーズ ボタン (》 s ?45) 
時計/タイマーボタン ( CS " 12、 42) 

ス U - プボタン(№42) 

才ートスタンバイボタン ( c ^46) 

湿音スピードボタン ( cs "26) 

録音モードボタン （ c ^26~29) 

お知らせサウンドボタン ( c ^ J 3) 

ス ー)•{-) (スプ□ボタン J 3) 

文字サイズ標準/あ大ボタン (^46) 



電源ボタン 13) 

表示/文字ボタン 

(防, 义 1ん23、27、29、31、 32) 

キャンセル （ CANCEL ) ボタン 

(防20、3王 34' 36' が、 42' が、 44) 

セット （ SET ) ボタン ( i ®' 12、 32~44) 
エンターに NTER ) ボタン (岐 32~4 J ) 

グループスキップボタン(》1、1«) 

(陽 17— 19、 32) 

マルチコント□—ルボタン 

CD 、 MD 、 テープ （陪 " Sd - aJ ) 

ラジオ 

(曲の頭出し、早送り/早戻し） 
■ (停止） 

タイトル サーチ ボタン 
U ンクボタン （ is ' SS ) 

カラーモードボタン ( is^TO 
ディマーボタン ( c ^47) 

ほ音/高音ボタン口） 

音量ボタン ( US ' J 3) 


サウンド1」 フター ボタン （0 SJ 3) 
a サウンドボタン （防 ■口） 


リモコンの乾電池の入れかた 



U モコン内部の表示に 
極性（+、一）を合わせ 
て正しく入れまず。 

(一）側から先に入れて 
<ださい。 


1付属の乾電池は動作確認用でず。早めに新しい乾電池 
と交換してください。 

I 乾電池は、「を 全上のごま 意をお読みの上、正 
しくお取り扱いくださし、。 


モコンの操作 


U モコンを使ラときは、本体正面に向けて操作してくだ 
さい。 

操作び巧能な距離は本体の U モコン受光部か5約已 m 
内です。 

操作範囲び狭くなったり、本体に近づけないと操作でを 
な<なったとさは、新しい乾電池と交換してください。 

U モコンを落としたり、強い衝撃をあたえないでください。 


はじめに 
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—接続び終わるまで電源は入れないで < ださい。一 


AM アンテナの接続と調節 


1.AM ループアンテナ(付属品)を組み立てまず。 



2. アンテナ線を接続しまず。 



fg こ文 


本機（背面） 


白線側を AM EXT 端テ、黒線側 
を口4(アース）端子に接続し 
ます。逆につなぐと雑音び多 
くなることびあ0ます。 


3. AM ループアンテナを左ちに回して最も受信状態 
のよい方向に向けて置きまず。 AM ループアンテ 
ナは、本体か6できるだけ離して置いてくださし1。 

■ AM ループアンテナではうまく受信できないとき 


電線: 3〜 5 m (市販品) 



FM アンテナの調節 



□ッドアンテナを伸ばして、最もよく受信できるように 
長さ、角度を調節します。 


■ □ッドアンテナではうまく受信できないとき 



変換器 

VZ -71 A 


共聴 

アンテナ端子 




FM 屋外アンテナ 
(市販品） 

同軸ケーブル 
3 C -2 V (市販品） 


(別売り： 3000 /75 D 対応) 


電波状況によっては、 FM フィーダーアンテ 
ナ： CN- 日 11A (別売り ：300Q 対応)び ご 利用 
になれます。 

この場合ち変換器 VZ-71A (別売り）び必要 
です。 

\ _ _ 


付属品じ(パのアンテナを接続する際の詳細については、 
アンテナおよび変換器の取扱説明書を参照してください。 


LINE IN 端子の接続 


本機でデジタルオーディオプレーヤーや他のオー 
ディオ機器の音声を聞くとさに、巿販のステレオ= 
ニプラグコードで接続します。 
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LINE OUT 端子の接続 


本機の音声をデジタルオーディオプレーヤーや他の 
オーディオ機器に録音するとをに、巿販のステレオ 
5ニプラグコードで接続します。 



ピクター製のデジタ J レ 
オーディオプレーヤーなど 


• デジタルオーディオプレーヤーによっては音靑入力端モ 
びない機種ちありまず。 

• 本機のソース（音源）び 「 LINE 」]； (外の場合に、音声の録 
音びでさます。 


へッドホンの接続 


市販のへッドホンを接続します。 



電源コードの接続 


すべての接続び終了してから接続してください。 



準 

備 


ごをを 


♦形状の違いによる故障や事故を防止ずるため、指定 
外の電源コードは絶対に使巧しないでください。 

• 付属の電源コードは、本磯!;!外の機器には使用しない 
で < ださし、。 

• 本機を持ち運びずるとさは 

電源コードやアンテナ線、他の機器との接続コードを 
事前にはずし、八ンドルを持って運んでください。 
特に FM 用屋外アンテナを接続しているときは、ご注 
意くださし、。 

• 電源コードをコンセントから抜いた状態や停電び2日 
分!^^上続くと、時計の設定はおり消されます。また夕 
イマー予約の内容は、停電状態になると取り消されま 
ず。復旧したら合わせ直してください。 


r - 表术 窓のァモ表 巧 I しついて-> 

本機ではデモ表示機能びあり、電源コードをコンセント 
に接続すると自動で電源「入」になり 「HELLO 一 DEMO 
START !」 表示のあと本機の機能などび表示窓に表示され 
まず。本機のいずれかの操作をすると、表示窓に 「DEMO 
OFF 」 と表示され、デモ表示は解除されまず。この場合、電 
源コードを抜さ差ししたり停電びあったとさは、再びデモ 
表示になりまず。 

デモ表示の動作に入5なくするには 

(通常はこの状態でお使いください） 

1. [電源]を押して電源を「切」にずる 

2. 本体の[カラー/デモ]を2秒！;(上押ず 

•「DEMO CLEAR 」 び表示され、電源]-ドを抜き 
差ししてちデモ表示には入らな<なりまず。 
•デモを表示させるときは、をラー度同じ操作をしま 
ず。 




• 電源コードを紛失したり電源コードび断線したとさは、お 
買い上げの販売店で別売りの電源]-ド： CN-32 己 A (黒） 
をお買い求めください。 

• 長期間使用しないとさは、コンセントから電源コード 
を掠いておいて安全および節電にむがけてください。 
(電源び切れていてち、電源コードが接続されていると約 
日. 9 W の電力を消費しまず） 




























































































































本操作 



電源び r 入/切」どちらの場合でち操作でをます。 


時 It/s ィ 7- 


を巧ず 


I 


「0」…長い音 

「白」…短い連続已音+短い音4回 
「3」…短い音3回 
「引… 短い連続巳音 



13:00 SUN. 


押し続けると、時刻表おび連続して変わります。 
時刻は [数字ボタン] でををわせることびでをます。 
ち下の 「数字ボタンの使いかた」 をご覧ください。 


設定ずる 
g を巧ず 



13 ：：、 が 6‘ SUN. 

'•り, ♦ 


• 点滅び「分'」に移動しまず。 


| r 分」を合わせ、設定ずる 

手順3、目と同じ操作で設定します。 
点滅び 「曜日」 に移動します。 


ir 曜日」を合わせ、設定ずる 
( H ^ または [ r ^ を巧して選ぶ 

• 曜日は次のように変わ0ます。 

SUN 一 MON 特 TUE. 一 WED. 一 THU 种 FRI. 
(弓）胤（义）（水）（木）僅） 


1 主 r 


使用中に時計を表示させるには 


[表示/文字]を繰り返し押ず 

• MD び入っているとさと、入っていないとをで表示の順 
番び異なります。（陪 '23) 

本体の [0 寺計表示/スヌーズ]を巧ず 

• 約已抄表示します。 




I 時計を合わせているとさ、2分];(上なにち操作をしない 
と設定前の表示に戻ってしまいます。 

I 電源 「切」 で時計を合わせたとさは、設定が終わると現在 
時刻と曜曰の表示に変わります。 

I 時計を合わせているとき、 [ CANCEL ] を押すと 「時」 また 
は 「分」 表示の点滅に戻せます。時刻を修正することびで 
さまず。 

I 月に]分程度のズレを生じます。定期的に時計を合わせ 
直して < ださい。 

I 2日分切上の停電や電源コードび抜いてあったとさは、 
時刻表おび取0消されます。このよラなとさは、時計 
を合わせ直してください。 


-数字ボタンの使いかた- 

] 〜]日のとを： Cy から®>を押す 
11〜のとき：®)封甲してか*〜感、風を押す 
例3：® 

13: - - 


r 時」を合わせる 


または II ► w )) を巧して選ぶ 


時計を合わせ直ずには 


[時計/タイマー]を已回巧ず 

♦時計を表示させ、手順2から操作します。 


ミお 00 SUN. 


I 


設定ずる 


養が甲ず 


• 設定した「分」の日砂か5時計び動を始めます。 


時刻を音で確認ずる 


丰イ万_ 

電源 r 切 J のとを^を押ず 


お知5せヴウンドび 「 ON 」 のとき、時刻を音階と音の回 
数でお知5せします。 

「お 知5せヴウンドを設定ず る」 （1^ 口） 

音の種類は3種類あ0ます。 

長い音 ：「0」を示します 

短い音 ： ri 〜4」を示します 

短い連続已音 ： r 日」を示します。 「白」 上は、この音 

の後に短い音び続をます。 

例:時刻表示び「9:3已（午前日時3己分)」のとき 
4ケタの数「093已」とみなします。 



時計を合わせる 


ドニーソド 































































































電源を入れる/切る 


ヴ ウンドリ フターを 使う 



を押ず 


電源び「切」の状態で、次のいずれかを押したとさち電源 
び入ります。 


I」モコン:屬®醫© 

本体 ：ろ^ 

mCD MD 


本体の [ CD ( A )]/[ MD ( A )]1； (がを押したとさはソース 
(音源)わ切り換わります。ディスクやテープび入ってし、 
るとをは、再生び始まります。 



音量を調節する 


圏を巧ず 

• 本体の [音量つまみ] を回してち調節で 
定まず。 

• VOLUME 0 〜 3 已の範囲で調節でさまず。 


音質を調節ずる 


旧音/富音 


を押ず 


4秒なのに 



E 

〇 

を巧ず 





巧すごとに切0換わ0ます。 

► BASSO :低音を調節できます。 

♦ 

TREBLE 0 :高音を調節できます。 

♦ 

_ソース(音源)の表示 

一己〜+已の範囲で調節でさます。 
4 巧後に元のソース（音源）の表示 I 
D ます。 


重ほ音を強調する 


スーパー 
パ.スフ。口 


を押す 


押すごとに切0換わ0ます。 

を BASS ON (お買い上げ時の設定） 

ホ 

S . BASS OFF 


「日 N I の户ホ表示森に I — BAS ち31 が表示ホれ、メリ八リ 
の効いた重低音が楽しめまず。 


お知 5 せヴウンドを設定する 


音像を上ち向に拡大するととちに、臨場感ある再生 
音び楽しめます。 


圏 


を押す 


押すごとに切り換わります。 


S.LIFTER 1 
S . LIFTRT 2 
S.LIFTER 3 
S.LIFTER OFF 


CD などの音楽向を 
1 より音像を拡大したいとさ 
2より音像を拡大したいとさ 
サウンド U フター解除 


「0 FF 」1；( 外のとき表示窓に I 


SOUND LIFTER 


I び表示されます。 




♦ 再生するソース(音源)によっては、再生音に違和感を感 
じることがあります。このよラなとさは別のモードを選 
ぶかサウンド U フターを解除してください。 


ぷ'サウンドを使う 


ひヴウンドで広びりのある音び楽しめます。 


圍 


を押ず 


押すごとに切り換わります。 

a SOUND NATURAL (ナチュラル)：自然な音の広びりを実 

現します。 

a SOUND SMOOTH (スムース）：耳に快い音を実現します。 
a SOUND DEEP (ディープ） ：さ日に深い音の広びり 

を実現します。 

a SOUND OFF (オフ） ： a ヴウンドを解除します。 


rOFF 」]；^ 外のとを表示窓に I 


Of SOUND 


I び表示されます。 


- a サウンドとは- 

a (アルファ）波は、人び U ラックスしているときに 
発生する脳波の一つと言われています。ビクターの 
a DIMENSION SOUND は、ヴウンド回路の要である左 
ち差信号 ( L-R 間接音）に a 波周波数でゆ 5 ざを与え（こ 
れを LF 日変調といいます)、さ5に损け落ちやすい中音域 
の音楽信号を自然に補正することにより、聞くだけで U 
ラックスでをるよラな自然でむ地よい音づくりを目指し 
ました。 


ボタン操作の確認音や、録音終了音、編集時のエラー 
音などが鳴ります。 


夏獄. 


を巧す 


押すごとに切り換わります。 


オシラセサウンド OFF : 確認音は鳴0ません。 

ホ 

オシラセサウンド ON :確認音び鳴0ます。 

(お買い上げ時の設定） 

確認音は、音量を II 日"にしていたり、ヘッドホンを接続し 
ていてち鳴ります。 




I ヴウンド U フターと a サウンドは、同時に設定すること 
はでをません。 

どちらかを設定ずると、片方は自動解除 ( OFF ) されます。 
サウンド U フター、 a サウンド機能は、録音される音 
青に影響しません。 
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基本操作 
























































































ジオを聞 < 


FM または AM を受信することがでさます。 




「 FM 」 または 「 AM 」 を選ぶ 

を繰り返し押して選ぶ 


(例: FM 放送を受信中の場合) 


FM 1 81.3 


I 


プリセット番号 (陽 15) 

ステレオ善 

赤 


周波数 


聞きたい放送局(周波数)を選ぶ 
マニュアル選局 

(T^ または ff^ を繰り返し押して選ぶ 

本体のボタンで選ぶとを 

1. [国]を巧して 、 「MANUAL TUNING 」 を選ぶ 

• 押すごとに 「 MANUAL 」 と 「 PRESET 」 び交互に 

表示されます。 

2. [ HM ] または[►►1]を繰り返し巧ず 
オー ト選局 

または [r^ を押し続ける 

• 押し続けて周波数び変わ 0 始めた 5 離します。放送 
を受信すると自動で止ま0ます。 

• 途中で止めたいときは、 [►►!] または [W イ を押しまず。 


- FM ステレオ放送について- 

♦ FM ステレオ放送を受信すると r STEREO」 表示び点灯 
します。 

FM モー ドの切り換え 

FM ステレオ放送び雑音で聞きにくいとをは、音声 
をモノラル （ rMONO 」 び点灯）にします。モノラル 
音声にずると、聞走やすくなることびあ0ます。モー 
ドは [再を/ FM モード] を押すごとに切り換わります。 

FM MONO 

♦ 

FM AUTO 




I 本機は、テレビチヤンネルの音声を受信ずることはでさま 
せん。 

I 本機は AM ステレオ放送には対応していません。 

I □ツドアンテナや付属の AM ループアンテナでラまく 
受信でさないとさは、市販の屋外アンテナを使用して 
ください。（屈 JO ) 
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放送局を記憶させる（プリセット) 


FM を最大吕日局、 AM を最大1己局まで記憶させるこ 
とがでをます。 FM と AM はそれぞれに操作します。 


オート(自動)プリセット 


FM または AM を受信中に 
fo ) を2巧 ly 上押ず 

•「AUTO PRESET 」 び表示されます。 

• 受信でをる放送局び自動で記憶され、その局のプ I 」セッ 
卜番号と受信周波数び表示されます。 

• 受信でをるすべての放送局び記憶されるか、プリセット 
できる最大数まで記憶されると、自動で終了します。 

• 前に記憶された放送局であってち、新しく記憶された放 
送局び上書をされます。 

• オートプリセツトび終了すると、プ U セツト番号！に記 
憶された放送局び受信されます。 




I FM 放送の才ートフ U セツトは、 76.0 MHz か5目日.日 MHz 
の間で自動選局し、記憶します。 

I 雑音の多い放送局ち記憶されることびあります。この 
よラなとさはマニュアルプ U セツトで選び直してくだ 
さし、。 


マニュアル(手動)プリセット 
プリセットしたい放送局を受信中に 

H 〇を巧ず 

!_• プリセット番号び約已砂間点滅します。_ 

0 プリセット番号び点滅している間に、記憶させ 
たい番号を[数字ボタン]で入力ずる 
• 「数字ボタンの使いかた」 （陪 72) 



選んだ番号が点滅している間に 



•「 STORED 」 と表示され、選んだ放送局び記憶され 
ます。 




> FM モード(陪 ^4) も記憶されます。 

I 電源コードを抜いた状態(または停電)び24時間！;[上 
続くと、記憶させた放送局は取り消されまず。再度記 
憶させて < ださし、。 


放送局を呼び出ず（プリセツト選局) 


記憶した放送局を呼び出します。 

FM または AM を受信中に、[数字ボタン]を巧ず 

• 呼び出したい放送局のプ U セツトま号を入力します。 

• 「数字 ボタンの使い かた」 

本体のボタンで選ぶとを 

!.[■] を巧して 、 「PRESET TUNING 」 を選ぶ 
■巧すごとに r MANUAL 」 と「 PRESET 」 び交互に表示 
されます。 

2. [I ◄イまたは [ w ] を巧して、放送局のプリセツ 
卜を号を選ぶ 


放送局名を入力ずる 


プ1」セット選局で受信中の放送局に、最大8文字の 
局名をつけることびでをます。 


「放送局を D 乎び出ず」 （上記)で、局名を入力したい放送局 
を選びます。 


タイ h ル/な集 

◎ を巧ず 


プ U セツトを号 


3>国— 

[ア ] A a 1 


n 乂字のも 

ま示/文字 

■ 〇 

巧す で 


で字の種類を還ぶ 
を}甲ず 

巧すごとに [] び移動しまず。 


U , 入力方法は は’ 

■ (陪 33) 

手順を固を繰り 


入力方法は「文: 字入力のしかた」 をご覧くださし、。 

(陪 33) 

手順を固を繰り返します。 



登録ずる 

ENTER 

◎ 

「 STORED 」 と表示され、入力した局名び表示され 
ます。 


を押ず 




I オート選局やマニュアル選局で聞いているとをは、放 
送局名を入力でをません。 


聞 

< 
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CD を聞 < 




s 


I 本体の に D (A) ] 押して CD トレイを出します。 

• CD を CD トレイに置き、 [ CD ( A )] を巧して CD トレイ 
を閉じます。 



ラベル面を 
上にしまず 


8 cm センチ CD は内側 
の凹部に置さます。 


©を巧ず 


■ 1曲目から再生し、全部の曲の再生び終わると自動停止 
します。 

■ 再生中の表示 

SSS - 日骗帖は励 


MDJ 

TAPEI 


CD 


0:03 


再生を途中で停止ずるには 

0) を押ず 


停止中の表示 

CD 表示 


総曲数 


総再生時間 


CPiJ 

苗！ CD ミ 

T 


1:13:35. 



再生可能ディスク1旱楽 CD 、 CD - R/RW _ 

♦ MP 3、 WMA ファイルは再生でをません。 

• ディスクび入っている状態で表示窓に rCAN NOT 
PLAY 」 と表示されたときは、陪 '5 7をご覧くださし、。 



©を巧ず 

• 1曲目か5再生し、全部の曲の再生び終わると自動停止 
します。 

■ 再生中の表示 

MD 表示 再生 (MDLP 巧-ド' 

再生中、一時停止中は点滅曲を号 グループ番号 

謂 」 MD 1 G~ 

_ .L P2. .0:0 3. _ 

再生 (MDlJp) モード 巧生経過時間 

• 曲タイトルびある場合は、タイトルび最初に表おされま 
す。（長いタイトルはスク□ールされまず） 

• グループ 分けされていないとさは、 グループ 番号び 
「G 」と表术されます。 

• MD 表示び点打または点滅しているとさは、新しい MD 
は入0ません。無理に押し込むと故障の原因になります。 

再生を途中で停止ずるには 

((■)) を押ず 

■ 停止中の表示 


MD 表示 

停止中は点な 総曲数総グループ数 


_ 

MDII-I 

TAPEI 

MD 1 r G 

3!。。 LP 2 ] 


. 33 : 02 , 


総再生時間 


• ディスクタイトルびある場合は、タイトルび最初に表示 
されます。（長いタイトルはスク□ールされます） 

• グループ分けされていないとさは、総グループ数び 
「 G —一」と表示されます。 



























































































TAPE : 

.0 0 


邮削 


► c= 

CD| 
— MDl 


fTAPE'l 


を押ず 


了ーソお;子方向 
(►: 順方向◄:逆方向） 


リバースモード表示 


了ーフを巧 テープカウンター 

(再生中点滅、停止中点な） 


♦二こまたは二こ）で再生した場合、テープび巻き終わる 
と自動停止します。 

[ TAPE ^ M を押すごとに、テープ走行方向び変わりま 
ず。テープを入れた最初は、必ず順方向(おもて面)か6 
走行します。 

テープの順方向再生中はち向を (►) のテープ走行方向び、 
テープの逆方向再生中は左向さ （◄) のテープ走行方向び 
表示されまず。 

再生を達中で停止ずるには 


(0) を巧ず 


テープを取0出すとさは、必ず [■] を押して再生を止め 
てか5本体のテープ ( A ) 取出し部を押し、カセツトホル 
ダーを開けてください。カセツトホルダーを開けると 
テープカウンターは「0000」になります。 


巨 


ープを聞< 


m 


I 本体のテープ ( A ) 取出し部を巧して、カセツトホルダー 
を開さます。 

I 再生したい面を上にし、テープの見える面を手前にして 
入れます。 

カセツ トホルダー テープ (A) 取出し部 



I C - 日日（目日分ル^下の長さのテープをご使用ください。 

I カセツトホルダーを閉めるとさは、テープ （ A ) 取出し部 
を押して r カチッ」と音びするまで確実に閉めてくださ 
い。 

當对甲ず 


押すごとに切0換わ0ます。 

;おちて面、またはラら面のみの片道再生 

:おわて面からラら面への往復再生 

♦ 

C ：^： D ： 両面の連続再生(再生を停止するまで繰り返し） 


その他の操作 


I CD 、 MD のとを 

一時停止ずる 巧生中に!^^、を押ず。 

♦ わラー度押すと再生を再開します。 

:押すごとに前の巧の頭に戻0ます。 
再生中に押ずと、その曲の頭に戻 
ります。 

W :巧すごとに次の巧の頭に移0ます。 


(スキップ） 


早送り•早戻し 
(サーチ） 


再生中に押し続ける。 


グループスキップ I くく: 押すごとに前のグループに戻ります。 
( MD のみ） 

>>1:押すごとに次のグループに移ります。 
( MD のみ） 

ディスクを 本体の に D ( A )] または [ MD ( A )] 

取り出ず を押す。 


■ テープのとさ 

早送り•早戻し I ィィ: 
(サーチ） 


巧す。 

走行方向び順方向（►〇のときは、 
►►1び早送0、14^び巻さ戻しに 
な0ます。 

走行方向び逆方向 （◄) のとさわ、 
►►1び早送0、14^び巻さ戻しに 
な0ます。 




本機はノーマルテープ (TYPE I ) の再生に対応してい 

まず。 八イポジションテープ ( TYPED ) やメタルテー 
プ ( TYPEIV ) は、特性び異なるためお勧めでをません。 
再生すると音質び変わります。 

• テープのお取0扱いについては、 「カセツトテープの 
取り扱いかた」 （岐 49) をご覧ください。 


聞 

< 
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つづま) 



聞きたい曲を指定ずる 

(ダイレクト選巧） 

鑽圆 

曲番号を指定して再生でをます。 



[数字ボタン]を巧ず 

• 聞さたい巧を選びます。 

• 「数字ボタンの使いかた」（松 J 2) 


リピート再生 磯圆 


聞きたい曲を繰り返し再生することびできます。 


停止中または再生中にリピートモードを選ぶ 
'矜 を繰り返し巧ず 


(例 ： REPEAT ALL のとき) 


U ピート表示 



♦ 押すごとに切り換わります。 

REPEAT TRACK (み）：1曲を繰り返し再生します。 

REPEAT ALL (み ALL ) :全巧を繰り返し再生しま 
す 。 MD の 「グループ再生中」 

(陸 J かは、 選ばれているグ 
ループの全曲を繰り返し再 
生します。 

REPEAT OFF : U ピート再生を解除します。 




• 本体の [CD ( A ) ] または [MD ( A ) ] 封甲したり、電源 
を「切」にしても U ピート再生は解除されます。 


18 



















































ランダム再生 


ランダム(無作為)な順序で再生することびでさます。 





グループ 再生 


I ソース(音源)を切り換え、停止状態にずる 
C □のと さ： を巧してか6 ©を巧ず 
MD のと走：を巧してか 6 ©を巧ず 


I 「 RANDOM 」 を選ぶ 

再生 / FM 


◎ 


を繰り返し巧ず 

(例： MD のとき）フーー I ム巧ル- 


MD RANDOM 


CD のときは rCD RANDOM 」 と表示されます。 



屬を押ず 

:©を押ず 


ランダム再生を解除ずるには 

停止中に[再生/ FM モード]を繰り返し巧して、 
「 RANDOM 」 表示を消ず 

本体の [ CD ( A )] または [ MD ( A )] を押したり、電源を「切」 
にしてもランダム再生は解除されます。 




>一度再生した巧は、再び選曲されません。 

I CD と MD の巧を組み合わせてのランダム再生は、で 
をません。 




お好みのグループだけ再生でをます。 


ソース(音源)を切り換え、停止状態にずる 

(MD ^ 

を押してから （0 を巧ず 



I 停止中に 「 GROUP 」 を還ぶ 
^ を繰り返し巧ず 


グループ表示 

grJup 


MD GROUP 


I 聞きたいグループ番号を選ぶ 
ル g ….または0を押ず 


グループタイトルび最巧に表示されまず。（長い夕 
イトルはスク□ー ルされます） 


I 再生ずる 
©を巧ず 

• 選んだグループ内の先頭の曲か5再生び始ま0ます。 
•グループびないとさは、 「 GROUP 」 表おび消え、通 
甫の再生になりまず。 

• 選んだグループ内の曲びずべて再生されると、自動 
的に停止します。 


グルー プ再生を解除ずるには 
停止中に[再生/ FM モード]を巧して、 「 GROUP 」 表 
示を消ず 

• 本体の [ MD ( A )] を巧したり、電源を r 切」にしてもグルー 
プ再生は解除されまず。 

再生中に [数字ボタン] を巧してちグループち生は解除 
されまず。そのとさ、巧した曲番号の曲び再生されまず。 


聞 
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つづま) 



プ□グラム(予約）して再生でさます。 

CD 、 MD ともに最大32曲までプログラム再生でを 
ます。 


I ソース(音源)を切り換え、停止状態にする 
C □のと さ： を押してか6@を巧ず 
MD のと走：を巧してか 5© を押ず 


I [■ PROGRAM 」 を還ぶ 

再ち/胃 FM 


を巧ず 


(例: CD のとき) 


プログラム表示 


CD PROGRAM 


MD のとをは 「MD PROGRAM 」 と表示されまず。 


I 曲番号を選ぶ 

[数字ボタン]を巧して、巧番号を選ぶ 
I ■ 「数宇ボタンの使いかた」 （ CS " J 2) 

曲ま号プ□グラムま号 


CD 


5 P 3 
.15:34 」 


I 

プログラムの総再生時間 

C □の場合、プ□グラムの総再生時間び1時間40分 
じ I 上になると r -：- j と表示されまず。 

MD の場合、プログラムの総再生時間び2時間31分 
じ(上になると r -：- j と表示されまず。 


再生ずる 

CD のとさ： 

鑛 J を押ず 

MD のとさ 

疆)を押ず 




I プ□グラムでをる巧数は、32曲でず。これ！;(上のプ 
□グラムはでさません。プ□グラムしよ5とすると、 
「PROGRAM FULL 」 と表示されまず。 

プログラムを間違えた場合、 [ CANCEL ] を巧ずとプ 
□グラムした曲び削除されます。 


プ□グラム内容を確認ずるには 

プ□グラム再生の停止中に、 [!◄◄] または [►►!] を繰 
り返し巧す 

• 巧すごとにプ□グラム内容び変わ D ます。ここでプ□グ 
ラムを追加(最後の巧に）した0、削除(最後の巧を)ずる 
ことちでさます。 


プ□グラム内容を追加ずるには 

プ□グラム再生の停止中に、[数字ボタン]を巧ず 

• 曲番号を還びます。 


プ□グラム再生モードを解除ずるには 

停止中に[再生/ FM モード]を巧して、 rPRGM 」 表 
示を消ず 

• プ□グラム内容は削除されません。 


プ□グラム内容を削除ずるには 

停止中にに ANCEL ] を巧ず 

• プ□グラムの最後の曲び削除されます。 

• [ CANCEL ] を巧し続けるとずべて削除されます。 

• 本体の [ CD ( A )] または [ MD ( A )] を巧したり、電源を「切」 
にしてちずべて削除されます。また、プ□グラム再生ち 
解除されまず。 




































































タイトル サーチ 


巧のタイトルをサーチ(検索）し、再生でをます。 




ソース(音源)を切り換え、停止状態にずる 

f MD ^ 

を}甲してか6 ©を f 甲ず 



◎を押ず 

[数字ボタン]を巧してタイトルを入力ずる 

タイトルサーチ表示 

SEARCH 


T 机巧1 


[表示/で字] で、又字の種類を選びます。 

(^32 の手順留をご覧ください。） 

已文字まで入力でをます。 

例： 「 F 」 と入力したときは 「 F 」、「 Frien 」 と入力し 
たときは 「 Frien 」 で始まるタイトルを巧番号順 
にサーチします。 

入力方法は 「文字入力のしかた」 をご覧ください。 
タイトルび記録されていない曲 （NO TITLE ) をヴー 
チしたいとさは、何も入力しません。 


〇 


を押ず 


I * 「 SEARCH 」 と表示され、タイトルサーチび始まり 
まず。巧び見つかると再生び始ま0ます。 

再生び終わると自動で巧のタイトルサーチび始ま0 
まず。 



•スペース(を白)ち夕字として扱われますび、スペース(空 
白)®後ろに文字びないときは無視されまず。 

• 英大文字と英ル文字は区別されます。 

• 曲び見つからないときは 「SEARCH END 」 と表おさ 
れ、タイトルサーチび終了します。 


巧の巧をサーチずるには 

[►►I] を巧ず 

•「 SEARCH 」 と表示され、次のタイトルサーチび始ま D 
ます。 


タイトルサーチをやめるには 
[タイトルサーチ]を巧ず 

•タイトルサーチび解除され、再生中の巧の頭に戻ってち 
生を続けまず。 


SEARCH END 


聞 
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(つづを) 



国 


QPU ンク再生 


QPU ンク （Quick Portable Link ) を使巧すれば、 
LINE IN 端テに接続した他の機器を再生するだけで、 
本機で聞くことがでをます。 


11 ^ 

[•LIN 


LINE IN 端テに他のオーディオ機器を接続します。 0^10) 


I QP リンクモードを rON 」 にずる 

〇豐クを}甲ず 

押すごとに切り換わります。 

QP Link ON : QP リンク有効 

(お買い上げ時の設定） 
QP Link OFF : QP リンク無効 


QP Link ON 


UN E 接続した他の機器を聞く 




- 1 - 

QPU ンク表示 

他の機器か5の音靑を検出でさるとをに 、 「QP 
Link 」 び点灯しまず。 


LINE IN 端テに他のオーディオ機器を接続します。（心 10) 


「 LINE 」 を選ぶ 


い …… 

を繰り返し押ず 


L 1 NE 0 0こ 

1 QPLink 


LINE 


I 他の機器の再生を始める 

詳しくは接続した機器の取扱説明書をご覧ください。 


I 音量などを調節ずる 

調節方法は「畳本操作」（陸 ■ 73) 


I 他の機器の再生を始める 

ソース（音源）び 「 LINE 」1；( がのときは、自動的に 
「 LINE 」 に切り換わりまず。電源び r 切」のときは「入」 
になります。 


音声入カレベルを調節ずる 

LINE IN 端子に接続された機器の音声入カレベルを 
調節ずることびできまず。 

• ソース盾源)び 「 LINE 」 のとき操作します。 

入カレベルび表示されるまで [ SET ] を巧し続ける 

に VEL 1: LEVEL 2 でも音声入カレベルび大きいときに 
選びます。 

l_EVEL 2: LEVELS で音声入カレベルび大きい時に選びます。 
LEVELS : 通常はこちらでお使いください。（お買い上げ 
時の設定） 


音声び入力されると表示します 


QPU ンクでデジタルオーディオプレーヤーか5の 
音声を聞いているとをに他のソース（音源）を選ぶ 
と、日 PU ンクび解除されます。このとき、30秒 
し;^上デジタルオーディオプレーヤーか5の音声入力 
びない場合や、デジタルオーディオプレーヤーを 
LINE IN 端子から抜を差しした場含に日ドリンクが 
再度オンになります。 

日 PU ンクで他の機器か5の音亩を聞いているとさ、 
電源を「切」にずると（タイマー機能による電源「切」ち 
含む)、日 PU ンクは一時的に解除されますが、3日秒 
LU 上他の機器か5の音青入力びないと、巧度 QPU ン 
クがオンにな0ます。 
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I 他の機器を再生していないのに日 PU ンクが働くとさは、 
[QP リンク]を2砂];(上押して 「 QP : LEVEL 吕(ほ感度)」 
に切り換えてください。元の設定 「QP : LEVEL 1(高感 
度)」（お買い上げ時)に戻すには、同じ操作をします。 

• 録音中およびタイマー録音中は QP U ンクは働きません。 

I デジタルオーディオプレーヤーか5の音青信号び弱い 
とさは、 QPU ンクび働かないことびありまず。この 
よラなとさは、デジタルオーディオプレーヤーの音量 
を上げて手順2の表示になることを確認してください。 




























































表示窓の表示を変える 


MD の録音残量時間び確認でをます。 
(ソース(音源)び M D し U 外のとを） 


表示/文宇 



を f 甲ず 


• 巧すごとに切 D 換わ D まず。 


■ CD 再生中（または停止中)のとを 


[ 


再生中または停止中の表示 


REC REMAIN (時間表示）|録音残量時間表示 

■ ( MD び入つているとを） 


時計表示 


■ MD 再生中のとを 


再生中の表示 


巧タイトル表示 


グルーブタイトル表示 


一圓[時計表示 


^曲タイトルびないときは 

「NOTR TITLE 」 と表示さ 

れ、長いタイトルのとをは 
スク□ールされます。 


^グループ分けされていない 
とさは表示されません。 
グループタイトルびない 
ときは 、 「NO GR TITLE 」 

と表示され、長いグルー 
プタイトルのとをはスク 
□ールされます。 


] 


MD 停止中のとを 


停止中の表示 


ディスクタイトル表示 


一■[時計表示 


"1 ディスクタイトルびないと 
」きは 、 「NO TITLE 」 と表示 
され、長いディスクタイ 
トルのとをはスク□ール 
されます。 


] 


テープ再生中または停止中のとき 


[ 


再生中または停止中の表示 


REC REMAIN (時間表示）|録音残量時間表示 

■ ( MD び入つているとを） 


時計表示 


FM / AM / UNE のとき 



( MD び入っているとさ） 


聞 

< 
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豪音の前に 


録音について 


いろいろなソース(音源)を、 MD やテープに録音でをます。また、 LINE 接続したデジタルオーディオプレーヤー 
などに録音することもでをます。 


-^ 録音巧 

ソース (音源）〜 

MD 

テープ 

LINE 接続機器=^2 

CD (音楽 CD ) 

0* *1 

〇 

〇 

MD 

- 

〇 

〇 

TAPE 

〇 

0*3 

〇 

FM/AM (ラジオ） 

〇 

〇 

〇 

LINE (外部機器） 

〇 

〇 

- 


*1 録音スピードを 「REC SPEED HIGH 」 に設定すると、倍速録音(最大己倍速)びできます。 
で LINE 接続機器への録音は、接続した機器の取扱説日月書をご覧ください。 

*3 録音済みのテープの音を消すことびできまず。 （「録音済みのテープの音を消ずには」 陸 '3 。 


MD への録音について 


♦録音時間モードの SP 、 LP 2、 LP 4 の巧を混在させて録 
音することわできます。 

• 本機は、通常の2倍の時間で録音でさるモノラル録音に 
は対応してお0ません。ただし、モノラルソース（音源） 
を録音時間の各モードで録音することはでをまず。 


ごを意 


• LP 2 または LP 4 で録音された曲は、 MDLP に対応し 
ていない機器では再生でさません。曲タイトルの始め 
に 「 LP :」 と表示され、無音状態になります。 MDLP に 
対応した機器で再生すると「 LP : J は表示されません。 
「 LP :」 をつけるかどラか設定ずることびでさます。 
(「 LP :」 表示設定陸'2ん2が 


• MD には最大 2 已4曲 （ トラック）まで録音することができます。 
これし: LL 録音しようとすると 「D 旧 C FULL 」 び表示されます。 

• 録音するとさは、本機び未録音部分を探して録音します。 
テープのよラに上書さで録音することはでさません。 

♦ 音楽 CD の音声はデジタル信号のまま録音されます。ラジ 
才や LINE の音声は、アナ□グ信号をデジタル信号に変換 
してか 5 録音されます。 


• 録音残量時間は、そのときの録音に使われる録音時間 
モードに応じて異なります。 

• I 」ピート再生での録音はでさません。録音を開始する 
と自動で U ピート再生び解除されます。 


ごを患 


• 録音中は、本機に振動を与えないよラにして<ださい。 
特に録音終了直後の r WRITING 」 （書さ込み中)の表示 
中はま意してください。再生でをな<なるおそれびあ 
ります。 


テープへの録音について 

• ノーマルテープ (TYPE I) を使いまず。 

• 録音レベルは自動で調節されます。 


ごをを 


• ハイポジション （TYPE n ) やメタルテープ ( TYPEIV ) 
には対応しておりませんので、使用しないでください。 
特性び異なるため、正しく録音されません。また、再 
生してを正しい音質にはなりません。 

• C-1 20 や C-1 己 0 などの長時間テープは使用しないで 
ください。テープび薄く伸びやずいため、機械内部に 
きを込まれる原因となりまず。 


— CD - R / CD - RW ディスクの録音について一 

• CD-R/RW (デジタルオーディオ)の音声を MD に録音 

ずる場合、表示窓に rSCMS CANNOT C 0 PY 」( c ^4 S 、 

5 。 び表示され自動で等速のアナ□グ録音に切り換わ 
0、録音び始まりまず。 

• L ツ下の操作でアナ□グ録音ずることちできます。 
本体の [MD 録音] を4巧上巧して 、 「ANALOG 
REC ?」 び表示されている間にもう一度 [MD 録音] を 
押します。 


-トラックマークについて- 

M □には、曲ごとの頭の部分に巧番びついています。こ 
の曲番を「トラックマーク」と呼び、このトラックマーク 
とトラックマークの間び「曲」としてみなされまず。 

• C □を録音するときは、巧の変わ0目に自動でトラッ 
クマークびつさます。 

• テープまたは FM / AM/LINE を録音するときは、トラッ 
クマークのつけかたび還べます。 （ トラックマークの設 
定 〇3"2か 
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録音モードについて 

録音するとさの録音モードが設定でをます。一度設定すると次回からは、変更するとを政列は設定する必要が 
あ0ません。 


MD に録音ずるときの録音モード 

■録音時間 （ MDLP モード） 


モード 

内容 

設定でさるソース(音源） 

MD REC TIME SP 

標準ステレオ録音 
( MD 80 で最大8日分録音巧能） 

CD 、 TAPE 、 FM / AM/LINE 

FM / AM / LINE は別々に設定 
でをません。 

MD REC TIME LP 2 

2倍長時間ステレオ録音 
( MD 8 日で最大1日日分録音可能） 

MD REC TIME LP 4 

4倍長時間ステレオ録音 
( MD 80 で最大32日分録音巧能） 


• モードび長時間 （SP 一 LP 2 一 LP 4) になるにしたびって、音質に差び出ます。最良の音質で録音したいときは、 
SP を選んでください。 

• お手持ちの MD 再生機（カーステレオやポータブル MD プレーヤーなど）び MDLP に対応していない場合は 
SP を選んでください。 


■ トラック マーク 


モード 

内容 

設定でさるソース(音源） 

MD MARKING MANUAL 

録音中、 [ SET ] を巧したところにつをます。 

TAPE 、 FM / AM/LINE 

MD MARKING TIME 

已分間隔で自動的につさます。 

MD MARKING AUTO 

無音部分び3秒!; LL 続 < と自動的につさます。 
[ SET ] を押してつけることちでさます。 

別々に設定でさません。 


■ グループ 


モード 

内容 

設定でさるソース(音源） 

MD GROUP REC ON 

グループとして録音します。 

CD 、 TAPE 、 FM / AM/LINE 

各ソース(音源)共通。 

MD GROUP REC OFF 

グループとして録音しません。 


■「 LP :」 表示 


モード 

内容 

設定でさるソース(音源） 

MD ( LP :) ON 

MDLP 非対応の機器で再生したとさ、曲タイ 
トルの頭に 「 LP :」 びつをます。 

( LP 2 または LP 4 で録音のとき） 

CD 、 TAPE 、 FM / AM/LINE 

各ソース(音源)共通。 

MD ( LP :) OFF 

「 LP :」 はつきません。 


録音ずる 


2已 




















































D に録音ずる 


[ md 1 



◎ ® ® 

9.0HI ナ .JKL "-MNO 

® ® ® 

7.PQHS で .TUV 5.WXV2 

©感® 


S イトル/■•の二單 


〔日画 nsn 画。) 

-〇…•慰 Q . 

い D 1广些つ (TAP がかが'! 

•がり U ピ-卜’辟 QP のク 
0 0 0 0 
fas-a1Rtt 巧巧-スぃブ窒ミ K 
— —1=0 

_^(11±3| か-1 

〇) ご')"1^ , ' 


巧ち 


〇1 


〇 Qdf + l ' 

5 IBS 


表示は字 



画 



@ 


(茜音モ_0 



® 音スピート ：) 



CD をまるごと1枚録音する 


華備 


♦録音用の MD を入れます。 

一 誤消去防止つまみを閉じておきます。（陸 49) 
♦再生する CD を入れます。 



録音ずるソース(音源)を選び、停止状態にずる 

を巧してか5 © を f 甲ず 



録音時間のモードを設定ずる 



録音時間を表示している間に_ 

《 wD またはを押して選ぶ 

• 押すごとに切0換わ0ます。 

MD REC TIME SP ( MD 8 日で最大80分の録音） 

重 

MD REC TIME LP 吕 （ MD 80 で最大1日0分の録音) 

t 

^ MD REC TIME LP 4 ( MD 8 日で最大320分の録音) 
• 最良の音質で録音したいときは、 SP を選んでください。 
• お手持ちの MD 再生機び MDLP に対応していない場 
合は、 SP を選んで<ださし、。 



グループ録音の設定をずる 

解トド ) f 〇 n = niffl ホ 

を2回巧ず 

グループ選択を表示している間に 
(^3) または [ r ^ を巧して選ぶ 
• 押すごとに切り換わります。 

MD GROUP REC ON グループ録音に 
I なります。 

MD GROUP REC OFF 



「 LP :」 の表示設定をずる 

を3刚甲ず 

LP 表示選択を表示している間に 

または ( T ^ を押して選ぶ 
• 巧すごとに切り換わります。 

MD ( LP :) ON 

t 

MD ( LP :) OFF 


録音スピードを設定ずる 

烟音ストト) か。ホ 

◎对甲ず 

• 巧すごとに切り換わります。 

REC SPEED HIGH (倍速録音）最大己倍速*で録音 

A されます。（録音中 

は音靑び出ません） 
た D の収録時間び30 
分 iU 上の場合は己倍 
速、3日分未満の場 
合は4倍速で録音さ 
f れます。 

REC SPEED NORMAL (等速録音） 

• 録音される音質はどち5も同じです。 



>再生開始と同時に録音び始 
まります。（シンク□録音） 
_ M _ DI_P モード 

盖 I; 产 CD 一 MD [ で。"剧 

REC 心 3& 

CD の再生経過時間 

倍速録音のとさ点な」 

グループ録音のとを点む 


MD 録き 

本体の ( f ^ を押ず 


録音が終了した5 


「WRITING」 一 「REC FIN 旧 H」 と表示されまず。 
[■] を巧ずと、 「REC FIN 旧 H」 び消えまず。 


録音を途中で停止ずるには 
録音中に [■] を巧ず 

•「 WRITING 」 一 「REC FIN 旧 H 」 び表示されまず。 


ぉ班^- 

• 手順2〜目で設定を変える必要びないとさは、手順り 
と手順因で録音でさまず。 

♦ 「 HCMS CANNOT COPY 」 び表示されたときは、 
1^45、51をご覽ください。 












































































































1 巧だけ録音ずるには 

手順日の [ MD 録音]を巧ず前に、録音したい曲を再 
生ずる 

• 巧の頭に戻り、その巧だけび録音されます。 

途中の曲から最後の曲まで録音するには 

手順因の [ MD 録音]を巧ず前に、 [►►!] または [ HM ] 
で巧を号を指定ずる 

• 指定した曲から最後の曲まで録音を始めます。 


プ□グラム録音ずるには 

手順日の [ MD 録音]を巧ず前に、録音したい巧をプ 
□グラムし、プ□グラム再生モード(№20の手順2、 
目）にずる 

• C □を録音ずるときの録音スピードは 、 「REC SPEED 
NORMAU 等速)」を選んでくださし 、。 「REG SPEED H に H 
(倍 速)」を選んで実巧ずると 、 「CANNOT REC NORMAL 
ONLY . I と表示され録音されません。 

録音中に表お窓の表示内容を切り換えるには 
[表示/文字]を巧ず 

•巧すごとに、なのよ5に切 D 換わ D まず。 

ソースをと録音中の巧の再を経過時間 

♦ 

録音中の曲の再ち経過時間と 
M □録音残 量 時間 

♦ 

録音中の曲番号と 
M □の曲ま号とグループを号* 

* グループ録音をしていないとさは、卜-」表示になります。 

♦ 

国時計表示 


録音ずる 
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w =^ wlD に録音する(つづき) 



テープを録音する 



、 

♦録音用の MD を入れます。 


一 誤消去防止つまみを閉じておをます。 

(陸' 49) 

• 再生するテープを入れます。 

> 


H 録音ずるソース(音源)を選び、停止げ態に 
ずる 

(^1 を巧してか5 @を f 甲ず 



リバースモードを選ぶ 

を巧して二こまたは二こ）を還ぶ 

ここ：片道のみ 再生 

ここ）：お6て面からラ S 面へ往復 再を 


a 録音モードを設定ずる 

• 「じ〇をまるごと1枚録音ずる」がの手順 a をご覧 

ください。 


[md] 


トラ ックマークの 設定をずる 


廣音トド) f 。邮。サ 

を2回押ず 

トラックマークを表示している間に 
0 ) を押して選ぶ 


G) または 


巧すごとに切り換わります。 

► MD MARKING MANUAL 録音中 [ SET ] を巧ず 

▲ とつく 


MD MARKING TIME 


MD MARKING AUTO 


已分間隔で自動的に 

っ< 

無音部分び3秒!^^上 
続くと自動的につく 
[ SET ] を押してちつく 


I グループ録音の設定をずる 

「CD をまるごと1枚録音ずる」（原 26) の手順目を 

ご覧ください。 

このとを[録音モード]は3回押しまず。 


「 LP :」 の表示設定をずる 

•「CD をまるごと1枚録音ずる」（原2がの手順幻をご 

覧ください。 

このとき[録音モード]を4回押します。 



グループ録音のとを点な 


録音が終了した5 

「 WRITING 」 一 「REC FINISH 」 と表示されまず。 
[■] を巧ずと、 「 REC 円 MSH 」 び消えまず。 


録音を途中で停止ずるには 
録音中に [■] を巧ず 

•「 WRITING 」 一 「REC FIN 旧 H 」 び表示されまず。 




手順2〜因で設定を変える必要がないとさは、手順3と 
手順日で録音でさます。 
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ラジオや LINE 接続機器の音青雜音する 


華備 


• 録音用の MD を入れまず。 

一 誤消去防止つまみを閉じておさます。 （(^49) 

• LINE 接続機器から録音ずるとさは、 LINE IN 端テに他 
の機器を接続しまず。 （1^10) 


録音したいソース(音源)を選ぶ 


Z^FM/AM 、 

/LINE 


を押ず 


ラジオのとき： 「 FM 」 または 「 AM 」 を選び、選局する。 
IlINE のとさ： 「 LINE 」 を選び、他の機器の再生を準 
備する。他の機器の音声入カレベルを 
調節することもできます。 (陪 22) 


I 録音時間のモードを設定ずる 

「CD をまるごと1枚録音ずる」（防 26) の手順2をご 

覧ください。 


トラックマークの設定をずる 


を吕回押ず 

トラックマークを表示している間に 


01または [wi を巧して選ぶ 


押ずごとに切 0 換わ 0 ます。 

► MD MARKING MANUAL 録音中 [ SET ] を押す 

▲ とつく 


MD MARKING TIME 


MD MARKING AUTO 


巳分間隔で自動的に 

っ< 

無音部分び3秒 ULL 
続<と自動的につ< 
[ SET ] を巧してちつく 


グループ録音の設定をずる 

「CD をまるごと1枚録音ずる」（粒2がの手順固を 

ご覧ください。 

このとき[録音モード]は3回押します。 


「 LP :」 の表示設定をずる 

•「CD をまるごと1枚録音する」（陸 26) の手順幻をご 

覧ください。 

このとき[録音モード]を4回押します。 


MD 恩音 

本体のを押ず 

• LINE 接続機器か日の録音の場合は、 「 LINE 一 MD 」 
と表示されるのを待って、接続した機器の再生を始 
めて < ださい。 


録音が終了したら 

「 WRITING 」 一 「 REC 円 N 旧 H 」 と表示されまず。 
[■] を巧ずと、 「 REC 円 MSH 」 び消えまず。 


録音を途中で停止ずるには 
録音中に [■] を巧ず 

• rWRITINGJ-fREC FIMSH 」 び表示されまず。 


録音中に表示窓の表示内容を切り換えるには 
[表示/で字]を巧ず 

• 巧ずごとに、なのよ5に切り換わりまず。 

■ TAPE を録音中のとを 



■ ラジオ放送を録音中のとき 



LINE 接続した他の機器を録音中のとき 



•手順 


順2〜目で設定を変える必要びないとさは、手順りと 
手順因で録音でさまず。 

録音中に本体の [MD 録音]を巧すと、一時停止びでさ 
ます。このとさトラックマークびつさます。録音を再 
開するには 、 [M □録音]をもう一度巧します。 


-II-II-1 詢 







































































































プに録音する 



リバースモードを選ぶ 

^を巧してまたは：^:)を還ぶ 


:片道のみ再生 

：^D :お右て面からラ S 面へ往復再生 


録音ずるソース(音源)を選び、停止状態に 
ずる 


CD のとさ 

を押してから©を押ず 

MD のとを 

を押してから©を巧ず 

ラジオのとさ： 

を巧して 「 FM 」 または 「 AM 」 
を選び、選局する。 

LINE のとさ ： 

を押して 「 LINE 」 を選び、他 
の機器の再生を準備する。 
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本体の^を巧ず 

(例: CD か日録音のとさ) 


1」バースモード表示 


► 云） 

CPII — 

— け a U ^ r\ 

TAPEJIREC い L/ 

一 TAPE 

REC 

.0010, 


テープカウンター 


• CD または MD を録音する場合、再生開始と同時に 
録音びスタートします。（シンク□録音） 

• 他の機器を録音する場合は、接続した機器の再生を 
始めます。 


録音が終了した5 


「 REC 円 N 旧 H 」 と表示されまず。 


[■] を巧ずと、 「 REC 円 MSH 」 が消えまず。 


録音を途中で停止ずるには 

録音中に [■] を巧ず 

• [REG 円 N 旧 H 」 び表示されます。 


雨^- 

• ソース(音源）び CD または MD のとをは、曲間に4秒 
のあを（ブランク）を作って録音されます。ブランクを 
作5ずに録音することをでをます。 （「巧間にあを（プ 

ランク）を作6ずに録音ずるには」 1^31) 

• 誤消去防止用のツメ（タブ)び巧れていると、録音状態 
にはなりません。（屈 '49) 

• ノーマルテープ (TYPE I ) を使います。 

• 途中まで録音した位置で止まっているテープを入れる 
と、その位置か5録音されます。 

♦ 録音中に巧の途中でテープび反転したとさは、再生中 
の巧びをラー度頭か5裏面へ録音されます。ただし、 
裏面への録音時間び] 2 秒下の場合は、再生中の一 
つ前の曲の頭か5裏面に録音されます。 

• U バースモードをに^)にして録音しても、 リバース 
方向の巻さ終わ0でテープは自動停止します。録音中 
は 二こ) び表示窓に表示されます。 

• 生演奏などで全体び]曲で録音されている MD をテー 
プに往復録音するときは、あらかじめ DIVIDE 機能 
34 ) を使ってテープ片面の長さにをわせ、2巧に 
分けて < ださい。 

U —夕‘ーテープについて 

テープの始ま0と終わ0には、録音できない部分 （ U — 
ダーテープ)びあ0ます。録音する前にこの U —ダーテー 
プの部分を卷さ取っておさます。 





















































































1 巧だけ録音ずるには 

手順目の [ TAPE 録音]を巧ず前に、 CD または MD 
の録音したい巧を再生ずる 

• 巧の頭に戻りその曲だけび録音されます。 


途中の曲から最後の巧まで録音ずるには 

手順目の [ TAPE 録音]を巧ず前に、 [►► i ]/[ HM ] で 
CD または MD の巧ま号を指定ずる 

• 指定した曲から最後の曲まで録音を始めます。 


プ□グラム録音ずるには 
手順目の [ TAPE 録音]を巧ず前に、 CD または MD 


の録音したい巧をプ□グラムし、 
(0^20 の手順2、固)にずる 


プ□グラムモード 


巧間にあき（ブランク）を作らずに録音するには 

手順固の [ TAPE 録音]を巧ず前に CD または MD を 
—時停止ずる J 7 ) 

• 一時停止した巧か！5録音を始めまず。 

• 曲の始まりや終わりの無音部分は、そのまま録音されます。 


録音済みのテープ①音を消ずには 
ソース(音源)をテープにし、停止させてか5 [TAPE 
録音]を巧ず 

• 無音のテープびでさます。 


テープカウンターを「0000」にずるには 
停止状態のとを、カセツトホルダーのテープ(全)取出 
し部を巧して、テープの出し入れをしまず。テープ 
カウンターは、テープによつてを少、ズレることがあ 
りまず。おおよその目まとしてお使いください。 


表示窓の表示を変える 


责示/文字 


を巧ず 

押すごとに切り換わりまず。 

I CD を録音中のとを 



MD を録音中のとき 



-グループ分けされていないとさは、 
r --」 表示になります。 


時計表示 


ラジオ放送を録音中のとき 



LINE 接続した他の機器を録音中のとき 



録音ずる 
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イトルをごける 
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[md1 


ディスクタイトル、曲タイトル、グループタイトル 
をつけることびでをます。 



ソース（音源）を MD にし、 MD を入れます。 


タイトル編集モードに切り換える 
I ディスクタイトルをつけるとき 

必ず停止のとさに操作します。 

タイトル/拓ま 

〇を巧ず 


DISC TITLE?: 
YES? 一 SET ’’、 


( Hi ) 


を巧ず 


手順 g へ進みます。 


巧タイトルをつけるとさ 

タイトルをつける巧を選ぶ 


'If —一 - <S-T ■ツバ 

F ^1 、（^、を押して選ぶ 


[数字ボタン] でも選べます。 

すでにタイトルび入力されているときは、修正•追 
力□•削除びでさます。 

タイトル/短業 

◎ 


を押す 


15 TITLE?- 
YES? 一 SET 


• 再生中の巧わタイトルをつけられます。 

^et) 


を押ず 


手順 2へ進みます。 


グループタイトルをつけるとき 


ブルー ブタイト化 

/巧巧2回押ず 


GR 1 TITLE?> 

YES? 一 SET 

• グループ分けされていない MD は 「 FORMGR ?」 と 
表示されます。はじめにグループを作成してくださ 

い。（陸 '37) 



タイトルをつけるグループを選ぶ 


Q ' 0を押ず 


GR1 TITLE ? 一 GR 2TITLE ? 一 .. 

• グループ番号を選びます。 

• すでにタイトルび入力されているときは、修正•追 
力□•削除びでさます。 

^を押す 今 手順 a へ進みまず。 


I 文字の種類を選ぶ 

ま示/义宇 

〇を押ず 

(例：ディスクタイトルのとき） 



巧すごとに [] び移動します。 

[ア](カタカナ） A (英大文字•記号） 

a (英ル艾字•記号） 1 (数字） 


[数字ボタン]で、で字を入力ずる 

■ 文字の入力方法は 「夕字入力のしかた」 （1^3 かを ご 
覧くださし、。 

• 手順2、目を繰り返して入力します。 


登録ずる 

ENTER 

〇を押ず 

•「 EDITING 」 び表示されます。 

ディスクタイトルのとを 

• 曲タイトルの入力表示になります。続けてタイトル 
をつけるときは、 [ SET ] を巧したあと手順2〜幻を 
繰り返します。 

• 終了ずるときは [ CANCEL ] を押します。 

通常の再生に戻0ます。 

a タイトル、グループタイトルのとさ 

• 続けてタイトルをつけるときは、 [ SET ] を巧したあ 
と手順2〜幻を繰り返します。 

♦終了ずるときは、 [ CANCEL ] を押します。 

通常モードに戻0ます。 


1 


[ MD ( A )] を巧して MD を取り出ず 

•「 WRITING 」 と表示され、編集した内容び記録され 
ます。 

• 電源「切」にしたとさち 「 WRITING 」 び表示されまず。 






















































































文字入力のしかた 


[md] 


文字を入力ずるには 

[数字ボタン]を繰り返し巧して、希望ので字を表示 
させる 

例： r ス」と入力ずるには 

• を繰り返し押して 「ス」 を表示させまず。 

入力に使えるで字 


ボタン 

カタカナ 

ま大文字 

英小文字 

数字 

7 •拓号 
© 

アイウエオァィゥェォ 

記号# 

記号# 

1 

力 . ABC 

感 

カキクケコ 

冉巨仁 

abc 

2 

ヴ .DEF 

感 

ヴシスセソ 

DEF 

def 

3 

夕 .GHI 

感 

タチツテトツ 

GHI 

吕 hi 

4 

ナ .JKL 

m 

ナニタネノ 

JKL 

jkl 

己 

/ 、 .MN0 

m 

ノ\ヒフへホ 

MN0 

mno 

6 

マ .P 加 s 

感 

7 兰ムメモ 

PQRS 

pqrs 

7 

サ .TUV 

風 

ヤュ 3 ャュョ 

TUV 

tuv 

8 

ラ . WXYZ 
© 

ラ U ルレ □ 

WXYZ 

wxyz 

白 

。，爾 

ヮ 3 ン。_。 


0 


記号」で入力でをる内容 


□ スペース(空白) 



# 

$ 

% 

& 


C 


* 

+ 


- 


/ 



< 

= 

> 

? 

@ 

_ 




• r 」 や r 」 は、濁音や半濁音になるで字だけに入力 
でさまず。 


文字の入力位置を移動ずるには 
® または周瑜を巧ず 

♦ 「ウ王」 や「 N 0」のよラに、同じボタンを使ラ入力び連続す 
るとさは、1夕字目を入力したあと、を押して夕字の 
入力位置をちに移動させてか52文字目を入力します。 


文字を削除ずるには 
[ CANCEL ] を押ず 

♦ 削除したい又字に入力位置を移動させ、 [ CANCEL ] を 
押します。 


r 空白 J を入力ずるには 


r 記号」か S スペース（空白）を選ぶ 

• タイトルの末尾では@)を押して入力することちでさまず。 


タイトル入力をやめるには 

[タイトル/編集]または[グループタイトル/編集]を巧ず 

• それまで入力した内容は取0消されます。 


タイトル編集について 


• タイトルは、最大目]文字までつけることびでをまず。 

♦プ□グラム再生中、ランダム再生中およびグループ再 
生中のとをは、タイトル入力びでさません。 

MD に入力できるで字数について 

] 枚の MD に最大1792又字(英数字•記号)、1曲に 
最大日1文字び入力でさます。 

ただし、 MD の記録方式の制約により実際に入力でき 
る文字数は、これよ0かなくな0ます。 

カタカナは]文字あたりのデータ量びをいため、入力 
でさる文字教びかなくな0ます。また、スペース(空白） 
は文字と同じ量のデータを必要とします。 

ステレオ長時間録音 （ LP 2 または LP 4) したときは、 

曲タイトルの光頭に LP : とスペース(空白4又字分） 
び自動的に記録されるため、曲数び多いと入力でをる 
又字数びさらにかなくな0ます。 「 LP :」 はつけない設 
定にすることもできます。 （陪 '26、 2の 

例： 

• ステレオ長時間録音で12日曲を録音した MD では、 
全曲に英数字で]日文字ずつ入力ずることびできま 
す。 

•ステレオ長時間録音で巨日巧を録音した MD では、全 
曲にカタカナで]日文字ずつ入力することびでさまず。 




• 最大艾字数！;(上のタイトルは、本機で編集でをません。 
タイトルを入力した機器で編集してくださし、。 

MD へのタイトル入力は 

• タイトル入力の操作をしたあとで [ MD ( A )] を押すと、 
MD び出てくる前に 「 WRITING 」 び表示され編集した 
内容び MD に記録されます。 「 WRITING 」 び表示され 
ている間は、振動を与えないようにミ主意してくださし、。 
再生でさな<なるおそれびあります。 

•再生専用 MD にタイトルをつけることはでさません。 
タイトルをつけよラとずると 、 「PLAYBACK DISC 」 
と表示されます。 

• 誤消去防止状態になっている MD は、タイトルをつけ 
ることびでをません。タイトルをつけよラとすると、 

「D 旧 C PROTECTED 」 と表示されます。 

• MD に合計で17日3夕字し U 上のス字を入力すると、 

「 CANNOT TITLE 」 と表示されます。 

• 録音中にもタイトルをつけることびでをます。 

• 録音び終了するまでに [ ENTER ] び巧されなかった 
とさは、入力した内容は取り消されます。 

• グループ録音中は、そのグループのタイトルを入力 
でさます。 


編集する 
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を編集ずる 


[md1 



-巧 （ トラック)の編集について- 

♦プ□グラム再生中、ランダム再生中およびグループ再 
生中のとさは、編集でさません。 

• MD で編集操作終了後の 「 WRITING 」 び表示されてい 
る間は、振動を与えないよラにま意してください。再 
生でをな<なるおそれびあります。 

•操作の途中で [ CANCEL ] を押すと前の手順に戻りま 
す。また、 [タイトル/編集] を押すと編集を中止します。 
♦誤消ま防止状態になっている MD は編集するこ 
とびでさません。編集の操作をすると 、 「D 旧 C 

PROTECTED 」 と表示されます。 


巧を分ける （ DIVIDE ) 


I つの巧を2つに分けることがでをます。 



A 曲と B 曲に 
分ける 


ク 


(1) な） ④ 浊 …- 

A B 

C J3 

。 J3 

E ぶ 




① ⑥⑥④ ⑥ --- 

* J3 B J3 

C J3 

D 

|3 

E 



巧蚕号 


D 


分けたい曲を再生ずる 


「DIVIDE?」 を選ぶ 



I 分けたいところで 

( Hi ) 


を押ず 


POSITION ( 位置)の略 
-|- -: 


POSIT. 0?- 
OK? 一 SET ’、 


I • [ SET ] を巧ず前に、 [►►0 /D ィィ] または[数字ボタン] 

で®番号を選ぶこともできまず。（「数字ボタンの使 
いかた」 

巧したところか日4秒間、繰0返しち生されます。 


I 微調整ずる 

現状の位置でよいとき ♦手順回へ 

またはを}甲して調醫ずる 

• ± I 吕8ポジション （SP :標準モードで約±8砂)の 
範囲で、分けるところを調節でをまず。 


(US 

◎ 


を f 甲ず 


「 ED |- 

容び言 I 


を押ず 


「 EDITING 」 一 「 WRITING 」 と表示され、編集した内 
容び記録されます。 


• 2日4曲録音してある MD の曲ま、 「 DIVIDE 」 び表示さ 
れません。 

• 曲にタイトルびついているとをは、分けた曲の両方に 
同じタイトルびつさます。 
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巧をつなげる （JOIN) 


となりをラ2つの曲をつなげることがでをます。 




B 巧を A 巧に 
つなげる 

〇 


D 


① ⑥⑥④ ⑥-… 

* J3 B J3 

c J ： 

。で 

E ぶ 




(1) な） ④ の--- 

* j3 B 

c J ： 

。で 

EJJ 


巧蚕号 


つなげたい2つの曲の後ろの巧(上図の例では2 
曲目）を再生ずる 


I 「 JOIN ?」 を選ぶ 

タイトル/短集 


(SET) 


r\ を繰り返し押して^を押ず 


JOIN こ？： 
YES? 一 SET ’’、 


巧番号 


、ぃ / 、 4 ぃ…レ 

-1 牛 2 ? 

0K? 一 SET ’、 


I ♦ [ wl / D ィィ]または [数字ボタン] で巧番号を選ぶこ 
ともできます。 （「数字ボタンの使いかた」 


(SET) 


を押ず 


<JOIN> 
YES? 一 ENTER 


■ ■ ENTER 

を巧ず 


「 EDITING 」 一 「 WRITING 」 と表示され、編集した内 
容び記録されまず。 


下の曲はっなげません。っなげよラとすると、 

「CANNOT JOIN」 と表示されます 。 （「MD の制約に 
ついて」か 

• MDLP モード （ SP / LP 2/ LP 4) の異なる巧 
• デジタル録音した巧 （ CD ) とアナ□グ録音した巧 
(ラジオ放送など） 

I 巧にタイトルびっいているとさは、番号びルさい方の 
巧タイトルび残0ます。 


曲を移動する （MOVE) 


好をな順まに曲を入れ換えることびでをます。 





CD 

な） 

饭 

( 4 ) 

( 5 ) …- 



B J 3 

c j 3 

。 

EJJ 


巧蚕号 


B 曲を移動する 

〇 


① ③一⑥一④ ®- 


D 


移動したい曲(上図の例では2曲目）を再生ずる 


I 「 MOVE ?」 を選ぶ 

タイトル/お集 


( Hi ) 


Q を繰り返し押して^を押ず 


MOVE — ?こ 
YES? 一 SET ’、 


^ — 2 ク> 

OK? 一 SET ' 


I ♦ [► H ]/[ l ^] または[数字 ボタン] で巧番号を選ぶこ 
ともできまず。（「数字 ボタンの使いかた」 陸 JS) 



を巧す 


———— — 方 '夕- 

’ 0K? 一 SET ’、 


I 移動巧の巧を号を選ぶ 
I (fWil またはを巧して遇び ^ を f 甲ず 


:5扛 2 T 

0K? 一 SET 


<MOVE> 
YES? 一 ENTER 


I 


[数字ボタン] で巧番号を選ぶことわできます。 

移動先の®番号びグループ登録されているときは、 
そのグループに登録されます。また、移動先の曲蚕 
号びグループ登録されていないとき、グループ登録 
された巧を移動するとグループ登録か 5 はずれます。 


ENTER 

◎ 


を巧ず 


「 EDITING 」-「 WRITING 」 と表示され、編集した 
内容び記録されまず。 


IL_ -II- 8 






























































































































を編集ずる(つづき) 


[茲お裳 K 選?？] 


[md] 




巧を削除するに RASE) 


指定した曲を最大1已曲まで一度に削除でをます。 
削除すると曲ま号はつけ直されます。 


全曲を削除する (ALL ERASE) 




全部の巧を一度に削除でをます。削除するとブラン 
クディスクになります。 


①—⑥—④ み —⑥- 


C 


B かを 
削除 

な 


曲番号 


巧 を遗 


① ⑥—⑥—④—⑥ . 


C 


曲番号 


全曲を削除 

〇 


BLANK DISC 


田 


削除したい曲(上図の例では2曲目）を再生ずる 


D 

MD を停止状態にずる 

に RASE?」 を選ぶ 

FALL ERASE?」 を選ぶ 

タイトル/お集 巧巨。 

◎ を繰り返し押して g を押ず 



タイトル/お集 巧 Ei") 

がう）を繰り返し押して^を押ず 


ERASE?> 
YES? 一 SET ’、 


2- ERASE? 
ERASE? 一 SET 


( Hr ) 


を押ず 


'2 ERASE?> 
NO? 一 CANCEIT 


削除される曲番号の前に 17 」びつきます。 

間違えたときは [ CANCEL ] を押して 17 」を消します。 
I ♦[►►!]/ [I イイ]、[数字ボタン]、 [ SET ] を使って]已 
曲まで選ぶことびでさます。 


◎ 


を2回押ず(確認^ミタ定） 


<ERASE> 
YES? 一 ENTER 


本当に削除してわよければ実行します。 

指定した曲び削除されます。 

「 EDITING 」 一 「 WRITING 」 と表示され、編集した 
内容び記録されます。 


削除した曲は戻すことびでさません。よく確認した上 
で削除して < ださい。 




1目巧し处上削除しようとすると 、 「MEMORY FULL 」 
び表示されます。 


ALL ERASE ?： 
YES? 一 SET ’、 


く ALL ERASE> 
YES? 一 ENTER 



ENTER 

O を押ず 

本当に削除してちよければ実行します。 

すべての曲び削除されます。 

•「 EDITING 」 一 「 WRITING 」 と表示されます。その後、 
「BLANK D 旧 C 」 と表示されます。 


I 削除した巧は戻すことびでをません。よく確認した上 
で削除して < ださい。 
































































































グループ単位で編集する 


数字ボタン 



'"ルーフ•スキツ’ 

Q 

0 

國 

國 



[md] 


I 


D 


グループの先頭にしたい巧（下図の例では1巧 
目）を再生ずる 


IrFORM GR?」 を選ぶ 

グループタイトル タイトル/療集 巧^ 

または Q を繰り返し巧にを巧ず 


FORM GR こ?こ 
YES ? 一 SET 


本 

p 先頭の曲番号 

い 

T :1 

〇卜 

* 一 T —— ぶ 

(卜 SET 


田 


[►► l ]/[ w ] または[数字 ボタン] で曲番号を選ぶこ 
ともできます。（「数字 ボタンの使いかた」 陪 JS ) 


( Hi ) 

〇 


を f 甲ず 


P ループの 最後にしたい曲を選ぶ 



[数字ボタン] で還ぶことちでさまず。 


0 ^ 

■ .「EDr 

■内容た 


を巧す 


「 EDITING 」 一 「 WRITING 」 と表示され、編集した 
内容び記録されます。 




すでにグループに登録している巧を選んだとさは、 
「 GROUP TRACK 」 と表示され、なの手順に進めません。 

I 先頭の巧から最後の曲の間に化のグループびあるとさ 
は 、 「CANNOT FORM 」 と表示され、なの手順に進 
めません。 

I 目目グループ作成されている場合、手順0のとき 
「GROUP FULL 」 と表示され、次の手順に進めません。 


-グループの編集について- 

• 巧を最大目目のグループに分けて管理することびでを 
ます。 

♦プ□グラム再生中、ランダム再生中およびグループ再 
生中のとさは、編集でさません。 

•編集操作終了後の 「 WRITING 」 び表示されている間は、 
振動を与えないよラにミ主意して<ださい。再生でさな 
<なるおそれびあります。 

•操作の途中で [ CANCEL ] を押すと前の手順に戻0ま 
す。また、 [グループタイトル/編集] を押すと編集を 
中止します。 

♦誤消去防止状態になっている MD は編集するこ 
とびできません。編集の操作をすると 、 「D 旧 C 

PROTECTED 」 と表示されます。 


フォーム グル—プ 

グループをつくる (FORM GR) 


新しいグループを作成し、どのグループにを登録されてい 
なし健続した曲を新しいグループに登録できまず。1曲で 
をグループを作れまず。 


①③⑤ ④ ® ® 




s 

s 遭繫 ® 

-s&pg 阁 

. w , 多ーブ A f を。ドミ； 15 多 

巧長话 C 


編集する 
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ループ単位で編集する (つづき) 


[md] 


グループに ffl を創日ずる (ENTRY GR) 




巧を選んで、指定したグループの最後の曲として追 
加でさます。 


ディバイド グルー プ 

グループを分ける （DIVIDE GR) 




1つのグループを2つに分けることがでをます。グ 
ループ番号はつけ直されます。 


① 

め 

の 

( 4 ) 

C 5) 

(6) 

い 

B 

C 刮 

。 


F ; 


巧ドを 一 

グでし_プ1 グル7プ1 

に追加 

か 


グループ2 




(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

巧） 

(6) 


B 

c 

。 

E ; 

F ; 


グルーブ1 


CD 

の 

〔 3) 

CO 

の 

け） 

い 

B 

c 

，イ 

い 

、E J^j 


[Cl) 

ぶ 

C3 ； 

け ) 

け） 

1 ® 

|AJ3 

B /• 

c 

。 

E; 



D 


グルーフ1 


グループ2 


グルーフ1 


グループ2 


グループに追加したい巧(上図の例では6曲目） 
を再生ずる 


[ENTRY GR?」 を選ぶ 



「DIVIDE GR?」 を選ぶ 

ブルーブタイトル 

Q)/*** を繰り返し押して g を押ず 




(^/«*"^を繰り返し巧して^を押ず 


、い V 



、い* 

ENTRY GR — ? 



DIVIDE GR ?’ 

YES ? 一 SET 



YES ? 一 SET " 


曲番号 

TR . かこ 
0 K ? 一 SEr 

I • [ wl/D ィィ]または[数字ボタン]で曲番号を選ぶこ 
ともできます。（「数字ボタンの使いかた」陸 72) 


(SET) 


を押ず 


I 巧を追加したいグループを選ぶ 

Q または pi] を}甲して遇び^を f 甲ず 

(上図の例ではグループ1を選びます） 


(§EJ) 


> いいレ 

GROUP -1? こ 


•n enter 

M Q をがず 

OK ? 一 SET ' 


^1, rEDITING!-f 


〇 


を押す 


「 EDITING 」 一 「 WRITING 」 と表示され、編集した内 
容び記録されまず。 


後ろのグループの先頭にしたい曲(上図の例では 
4曲目）を再生ずる 


グループ 番号 


巧番号 


G —VT :4こ 

0 K ? 一 SET ’、 


[►►1]/[卜 M ] または[数字ボタン]で巧番号を選ぶこ 
ともでをます。（「数字ボタンの使いかた」陪 JS ) 

[»|]/[| くく]でグループ番号を選ぶことわでをます。 


dEj) 

〇 


を巧す 


く DIVIDE GR > 
YES ? 一 ENTER 


叶 WRITING 」 と表示され、編集した 
内容び記録されまず。 




すでにそのグループに登録している巧を選んだとを 
は、「巳 ANNOT ENTRY 」 と表示され、なの手順に進 
めません。 


グループの先頭の曲やグループに登録されていない曲 
を選んだとさは、次の手順に進めません。 

グループにタイトルびついているとをは、分けたグ 
ループ両方に同じタイトルびつさます。 
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监離] 


ジョイングループ 

グループをつなげる (JOIN GR ) 




となりあラ2つのグループを1つのグループにでを 
ます。グループ番号はつけ直されます。 


ムーブグループ 

グループを移動する (MOVE GR ) 




1つのグループを指定したところに移動でをます。 
グループ番号はつけ直されます。 


(1) 

(2) 

(3) 

(*) 

(5) 

い 

B 

C 却 

D j3 

E j3 


あ 




淵みグル-プ1 

ク 


グループ吕 




▼ 



♦ 

1 (1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

C 6) 

い 

B 

c 

。 

E ;1 

F ; 


〇 


w 

(2) 

(3) 

(4) 

巧） 

A J 3 

B 

c J 3] 

。 

E ;1 

グル " T プ 1 

グル- 

7 ブ 2 


. 


t 


CD 

(2) 

け） 

(4) 

(A) 

。 

E 

A J 3 

I I B 

c 


め 


J> 


Ji 


D 


グループ1 


グルーフ1 


グループ2 


つなげたいグループのうち、後ろのグループの 
巧を再生ずる(上図の例ではグループ 2) 


D 


移動したいグループの巧を再生ずる(上図の例で 
はグループ 2) 


「JOIN GR?」 を選ぶ 



「MOVE GR?」 を選ぶ 

ブルーブタイトル 

(Q/*** を繰り返し押して Q を押ず 




Q/a* を繰り返し巧して 夢 を巧ず 




■ 

>* レ 

JOIN GR こ？こ 



MOVE GR 7 

YES? 一 SET ’、 


■ 

YES? 一 SET ’、 


‘ il/ いいい …< 



、い …/ 

G —1+G — 2 ?こ 



G 卜〇 —2?: 

OK? 一 SET … ' 



OK? 一 SEr’ 


連続するグループ番号び表示されます。グループび 
ないとさは「--」と表示されます。 

[»|]/[| くく]でグループ番号を選ぶことちでさます 


I *_ J » l ]/[ l くく]でグループ番号を選ぶこともでをまず。 

(05 お曲サ 
〇)を巧ず 


( Hi ) 


を巧ず 


G :——•' 卜 G 2 ?こ 
OK? 一 SET ’、 


<J0lN GR> 
YES? 一 ENTER 


移動巧を選ぶ 


グルーフ • ス丰ツフ * 


ENTER 

〇を巧ず 

「 EDITING 」 一 「 WRITING 」 と表示され、編集した 
内容び記録されます。 


2 つのグループの間に、グループに登録されていない 
曲びあると 、 「CANNOT JOIN 」 と表示され、：欠の手 
順に進めません。 

グループにタイトルびついているとさは、番号びかさ 
いちのグループタイトルび残0ます。 


dEf) 


Q またはを押して選び Q を巧ず 

(上図の例ではグループ]を選びます） 


G 卜 G 2 ?こ 
0K? 一 SET 。、 


く MOVE GR> 
YES? 一 ENTER 


0 ^ 

■ •「EDI 

こ内 g 


を押ず 


「£011'^6」一「\^円11'11\16」と表おされ、編集し 

た内容び記録されまず。 


編集する 
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ループ単位で編集する(つづま) 



指定したグル-プを解除ずる ( UNGROUP ) 圆 


指定したグループを解除でをます。解除されたグ 
ループ内の巧は削除されません。グループ番号は つ 
け直されます。 



グループ1 


解除したいグループの巧を再生ずる（上図の例 
ではグループ 1) 


I 「UNGROUP?」 を選ぶ 

Q )/«* を繰り返し押して^を押ず 


UNGROUP 7 
YES? 一 SET ’、 


GROUP -1 ?二 
YES? 一 SET’’' 


[» i]/[i くく] でグループ番号を選ぶことわでをます。 


^ET) 

◎ 


を押ず 


<UNGROUP> 
YES? 一 ENTER 


〇 


を f 甲ず 


「 EDITING 」-「 WRITING 」 と表示され、編集した 
内容び記録されまず。 
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アングループオール 

全グループを解除ずる (UNGR ALL ) 




全 グループを 解除でをます。 グループを 解除してち 
曲は削除されません。 


イ レースグル- プ 

グル-プを削除ずる(印 ASEGR ) 


グループ とその グループ 内の曲を削除します。削除 
した グループ よりあとの グループ 番号と曲ま号は つ 
け直されます。 


(1) (2) (3； 

A 

B 

c 


矿 




の 




をグル-"プ グル T プ1 グル T ブ2 

を解除する I -. -r .-1 I - …… '-1 1- 

巧 め 成 み ' 成 の 


J3 C J3 D J3 E 


IrUNGR ALL ?」 を選ぶ 
( Q /«* を繰り返し押して 鬟 を押ず 


UNGR ALL ? こ 
YES ? 一 SET ’’、 


く UNGR ALL > 
YES ? 一 ENTER 


I 


「 UNGR 」 は 「 UNGROUP 」 の略でず。 


◎ 


を巧す 


「 EDITING 」 一 「 WRITING 」 と表示され、編集した 
内容び記録されます。 


0) 

(2) 

(3) 

(4) 

巧） 

(6) 

め \ 

A J 3 

B /• 

c J 3 

。 J 3 

E ; 


。 


imti ド1 


グループ吕 グルーフ3 


な 


(1) 

(2) 

(3) 

r (4) 

(5) 

A J 3 

B /• 

c J 3 

F 式 

。 J 3, 


グループ1 グループ吕（グループ3一吕） 


D 


削除したいグループの巧を再生ずる（上図の例 
ではグループ 2) 


IrERASEGR ?」 を選ぶ 

を繰り返し押して^を押ず 


ERASE GR :?: 
YES ? 一 SET ’、 


G 2 ERASE ?- 
ERASE ? 一 SET 


[»i]/[i くく] でグループ番号を選ぶことわでをます。 


を押ず 


く ERASE GR > 
YES ? 一 ENTER 


〇を押ず 

本当に削除してわよければ実行します。 

指定したグループ(曲)び削除されます。 

「 EDITING 」 一 「 WRITING 」 と表示され、編集した内 
容び記録されます。 


I 一度削除したグループ(曲)は、戻すことびでをません。 
よく確認した上で削除してください。 


編集する 
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イマーを® 5 


S 0 SLEEP 
り" 

SLEEP 


押すごとに、時間(単位:分)び次のよラに切り換わります。 

1 0*20 *30 *60 *90 ■ 

■ 消える ( 解脱 ^ 150^120- 

(例：おやずみタイマーを60分にしたとさ） 


〔: 


:〕 


ス U - プ表示 


スリーブ 


を巧ず 


設定した時間(巧り時間)剧害認ずるには 

おやすみタイマーび設定された状態で、 [スリープ] 
を1回押します。 


設定した時間を変更ずるには 
[スリープ] を繰り返し押して時間を選び直します。 



設定した時間び経過すると自動的に電源び「切」にな 
ります。 




おやすみタイマーを設定ずると、ディマー機能の 
「DIMMER 2」の巧態 （№47) になり、表示窓び暗くな 
ります。（カラーモードび 「RANDOM COLORJJil 外 
のとさ） 

時計を合わせていないとさ（「0:00 SUN 」 び点滅）に 
「ス U - プ] を巧すと 、 「CLOCK ADJUST !」 と点滅 

表示されます。 


ラジオ放送または LINE 接続した他の機器の音声を、 
MD またはテープにタイマー録音でをます。 
タイマーは、録音タイマーと再生タイマー （^44) を 
合わせて 4 つまで設定でをます。 


I 録音したいソース(音源)を準備しまず。 


iM □に録音するときは、録音用の MD を入れまず。 

I テープに録音ずると定は、録音用のテープを入れます。 
I 録音モードを設定しておをまず。（■■*■25) 


「 TIMER 1 ~TIMER4 」 のいずれかを還ぶ 


(例： TIMER 1 のとき） 


-タイマー番号 


開始時刻と終了時刻を設定ずる 


(例:午前目：30〜目：4已まで録音したいとを） 


6:30- 6:：45： 


時刻の設定ち法は 「時計を合わせる」（腹^ 口)の手順2 
〜 幻を ご覧ください。 


「 WEEKLY 」 または rONCE 」 を選ぶ 


WEEKLY :毎週または毎日動作しまず。 
loNCE : 1 回だけ動作します。 

(例: WEEKLY を選んだとき） 


動作させたい曜日を選ぶ 


I 「 WEEKLYJ を選んだとき 
「 SUN .」 （日）〜 「 SAT 」 化） 

「 MON .- F 阿」（月〜金） 

「 MON .- SAT 」 （月〜±) 

「 EVER 丫 DAY 」 (毎日）から選べまず。 

IrONCE 」 を選んだとき 

rSUN 」 （日）〜 「 SAT 」 化) か日 選べます。 



を繰り返し押して M を押ず 


©1 

TIMERS SET 
OFF ? 一 CANCEL 


め1 

、…6こ，3 0 ：■‘， 6 ; 45 

WEEKLY ： 


( f ^ またはを押して選び 賢 を押ず 


またはを押して選び^を押ず 


またはを押して選びを巧ず 


ラジオ 

録音タイマーしたい放送局をプ U セットし 
ておく 15) 

他の機器 

LINE IN に接続し、その機器の説明書に従う 


おやずみタイ 7— 


準備 


録音タイマー 


華備 





















































































































IrREC TIMER」 を選ぶ 
^ または [ f^ を押して選び 幫 を巧ず 


、…6。;*3 0 - 6;.45 

REC TIMER- 


•「REC」 は 「Recordin 良(録音)」の略です。 


録音したいソース(音源）と録音巧の組み合わせ 
を選ぶ 


(0^1 または 


を押して選び^を押ず 


(例： FM 放送を MD に録音したいとき） 


: FM 


…………… 


"り… 


MD 


ラジオ放ちを録音するときは、または 
[数宇ボタン] を巧して録音したい放送局のプ U セツ 
卜 番号を選び、 [ SET ] を巧します。 （「数字ボタンの 
使いかた」臨■口） 

設定び終了すると、表示窓に設定した内容び表をさ 
れます。 

Iソース(音源)と録音巧の組み合わせ 


ソース (音源） 

録音巧 

表示窓 

FM 

MD 

FM 一 MD 

AM 

AM 一 MD 

LINE 

LINE 一 MD 

FM 

テープ 

FM 一 TAPE 

AM 

AM 一 TAPE 

LINE 

LINE 一 TAPE 


電源を r 切」にずる 



を巧ず 


SEE YOU 


タイマーは電源「切」のとさ動作しまず。 


録音タイマーを解除ずるには 

[時計/タイマー]を巧して、解除したいタイマーを号 
を還び [CANCEL] を巧ず 

• タイマーは解除されてち、設定内容は残りまず。 


録音タイマーを再設定ずるには 

[時計/タイマー]を巧して、再設定したいタイマー 
番号を選び [ENTE 刊を巧ず 

• 表示窓に設定内容び表示されます。そのあと電源を「切」 
にしてください。 


設定内容を確認ずるには 

[時計/タイマー]を巧して確認したいタイマーを号 
を選び [SET] をくり返し巧ず 

• 巧ずごとに表示窓に設定内容び表示されまず。 




♦ LINE 接続機器の音声を録音する場合、タイマー機能 
付を機器を使用してください。 

• LINE 接続機器を録音するときは、 QPU ンクを 「 OFF 」 
にしてください。 

♦ 録音中は音び出ません。音を聞きたいときは [音量] で 
調節してください。 

♦タイマー]か5タイマー4に設定した内容は、改めて 
設定し直さない限0記憶されていまず。 

♦複数のタイマーを動作させるためには、先に動作する 
タイマーの終了時刻から 2 分!^^上空けて、後に動作ず 
るタイマーの開始時間を設定してください。 

• 電源プラグをはずしたり、停電などのとさは、タイマー 
の設定び解除されることびあ0ます。設定内容び消え 
てしまったときは、時計とタイマーを設定し直してく 
ださし、。 


便利な機能 
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知^イマーを巧う(つづき) 



華備 


• 再生したいソース(音源)を準備します。 

CD 

CD を入れる 

MD 

MD を入れる 

テープ 

テープを入れてお< 

ラジオ 

タイマー再生したい放送局をプ U セットし 
ておく け） 

他の機器 

LINE IN に接続し、その機器の説明書にがラ 

\_ 



r 録音タイマー」 (^42) の手順 D - fl を巧う 


「PLAY TIMER 」 を還ぶ 


または jWi ) を押して遇び^を}甲ず 


の， 

、 …6: 30- 6 ,.;, 45 
-PLAY TIMER 



再生したいソース盾源)を還ぶ 



• 巧ずごとに切0換わ0ます。 


C FM ■ * AM « > CD っ 

LINE 一 TAPE 一 MD-J 


再生したい放送局または巧を選ぶ 


( j ^ またはを押して遇び 譽 を押ず 

• ラジオ放さを聞さたいときは、 [►► l ]/[ M 4] または[数 
字ボタン]を巧して放送局のプ IJ セツトま号を還び 
ます。（「数字ボタンの使いかた」口） 

• CD または MD を再生したいときは、 [►►!]/[>< イま 
たは[数字ボタン]を巧して®ま号を還びます。 


再生する音量を調節ずる 


(0^1 または 


を押して還び^を巧ず 


I* VOLUMEO 〜3巳の範囲で設定できまず。 

[数宇ボタン]でも設定でさます。（「数字ボタンの 
使いかた」!® ■ J 2) 

設定び終了すると表示窓に設定した内容び表示され 
まず。 


電源を r 切」にずる 



を押ず 


SEE YOU 


• タイマーは電源「切」のとさ動作します。 


再生タイマーを解除ずるには 

[時計/タイマー]を巧して、解除したいタイマー番号 
を還び [ CANCEL ] を巧ず 

•タイマーは解除されてち、設定内容は残りまず。 

再生タイマーを再設定ずるには 

[時計/タイマー]を巧して、再設定したいタイマー 
ま号を選び [ ENTE 刊を巧ず 

• 表示窓に設定内容び表示されまず。そのあと電源を「切」 
にしてくださし、。 

設定内容を確認ずるには 

[時計/タイマー]を巧して確認したいタイマーを号 
を還び [ SET ] をくり返し巧ず 

• 巧ずごとに表示窓に設定内容び表示されまず。 
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スヌーズ 機能を使う 

再生タイマー動作中に 

本体の (( )) を巧ず 

と徐々に音青び出ます。 

何回でち働さまず。 

S 窓び時計表示になり、明るさは 

I なりまず。（暗くなりまず） 

♦消音し、巳分間経過する 

• 巧生タイマー動作中は、 

• ス3^—ズ動作中は、表3 

「DIMMER 2」(原 47) じ 




• スターズ動作で消音したとさ [音量] を押すと音声び出 
て音量の調節びでさまず。本体の [音量つまみ] でを 
操作でさまず。 

♦ 時計を合わせていないとを（「0:00 SUN 」 び点滅）に 
r スヌーズ] を押ずと 、 「CLOCK ADJUST !」 と点滅 

表示されまず。 




I LINE 接続機器の音声を再生する場合は、タイマー機 
能付を機器を使用してください。 

I LINE 接続機器を再生するとをには、 QPU ンクを 
「 OFF 」 にしてください。 

>再生タイマーび動作を始めるとさ、音量は徐々に大さ 
くなり設定した音量になります。（ウェイクアップボ 
U ューム機能） 

>複数のタイマーを動作させるためには、先に動作する 
タイマーの終了時刻か5 2分空けて、後に動作す 
るタイマーの開始時間を設定してください。 

I 電源プラグをはずしたり、停電などのときは、タイマー 
の設定び觸除されることびあ 0 ます。 設定内容び消え 
てしまったとさは、時計とタイマーを設定し直してく 
ださい。 


再生タイマー動作中に、一時的に音声出力を止める 
ことがでをます。目覚ましタイマーとして使巧する 
とさの寝過ごし防止にご利用ください。 



設定ずる 

スヌーズモードを roN 」 にずる 
©を押ず 

スヌーズ表 7 JT 
roN 」 のとき点な 
動作中は点滅 

SNOOZE 

SNOOZE ON 


• 押すごとに 「0 N 」「0 FF 」 び切り換わります。 

SNOOZE ON :スヌーズ機能有効 

SNOOZE OFF :スヌーズ機能無効 

(お買い上げ時の設定） 

• 本体の [時計表示/スヌーズ] を 2 秒政上押してを切り換 
えでさます。 


スヌーズ機能 


便利な機能 


4已 
























































の他の機能 


オートスタンバイ機能を使う 国表示文字を大きくする 


ラジオ ( FM / AM )1；( 外のソース(音源)のとを無音状態 表示窓の表示を大をくすることびでをます。な広大表示) 

び3分！;(上続くと、自動的に電源び r 刚になります。 


ソース(音源)が FM/AM 1•ソがのときに 


ス絲ィ 


を押ず 


A.STANDBY 
SET 


オートスタンバイ表示 


オートスタンバイの動作 


CD、MD、 テープを再生または録音しているとき： 

再生または録音び終わると、オートスタンバイ機能び動 
作し、何の操作ちせずに3分び経過すると自動的に電源 
び「切」になります。 

3分！;(内に再生または録音の操作をしたとさは、再生ま 
たは録音び終了してか5再度オートスタンバイ機能び動 
作します。 

再生または録音 L ツ外の操作をしたとさは、最後の操作び 
行われてか5何の操作ちせずに3分び経過すると、自動 
的に電源び「切」になりまず。 

LINE 接続機器の音声を聞いているとき： 

無音巧態になるとオートスタンバイ機能び動作し、何の 
操作ちせずに3分 LU 上無音び続くと、自動的に電源び「切」 
にな0ます。 

電源び「切」になる20秒前になると表示窓の文字情報表 
お部に rA.STANDBY OFF 」 と点滅表示されます。 


オートスタンバイを解除ずるには 

[オートスタンバイ]を巧ず 

• 「才ー トスタンバイ」 表示び消灯します。 




4巨 


' 音量(ボ I 」ユーム）を ro 」 にした状態は、オートスタン 
バイでいラ r 無音状態」ではあ D ません。 

I LINE IN 端子に接続した他の機器の音声を聞いている 
とを、入力される音声信号レベルびルさいと、オート 
スタンバイ機能び働くことびあります。 


«单/な大 

〇を巧ず 

押すごとに、拡大での表示と標準での表示び変化します。 

(標準表示） 


CD 

1 


0 :03 


(鉱大表示） 


CD 1 




次のときは、表示選択に関わ S ず拡大表示されます。 
♦「HELLO、SEE YOU」 表示 

♦時計表示(電源 r 切」のとさ） 

• ソース(音源)を切り換えたとをのソース名表示 
• 録音開始直後の「ソース-^録音先」表示 
• 録音終了 （「REC 円 N 旧 H 」) 表示 

次のときは、拡大表示されません。 

• カタカナ表示 
• 2巧合わせて意昧を成ず表示 
例： REC REMAIN 表示 
PAUSE 中表お 
カラーモード表汀^ 










































































カラーモードを 変える 


明るさを変える（デイマー機能) 


表示窓をお好みの色に変えることびでさます。 


表示窓の明るさを変えることびでをます。 


©… y 〇 

「CD ) 广 MD ' IffAPE ' lf 巧,'もつ 

•巧"化-卜がゴ 0P リンク 
0 0 0 0 
ら S- 习 Wt 巧イト3リ-ブ 

l^3u=^!=0' fO" 


巧きををお••/■，, 

—- ~ Qn 


HO ® 


害な 

◎ 

0 


0 


FT®) ilj 


，.バ9イトル 

◎… 


〇 
S 

■が" IJ ピ -h ’もで 0P リン日 
0 0 0 0 
を3-ろ HU 巧巧-スぃプをな 

ぶ,;< み化-弓おトト) I 

〇| C «3 fa * 



テ.^ 7- 


巧巧おお阳 "B 

感〇 Or 

a 

( ，る*1じぉピ1 

〇 





1 

を巧ず 

的 



押すごとに次のよラに切り換わります。 

ALL ソース（音源）共通でお好みの 

♦ 色に設定でをます。 

RANDOM COLOR ソース（音源）共通でランダム 
i に変化します。 

L - ソース (音源） ソース（音源）ごとにお好みの 

色に設定でをます。 

(お買い上げ時の設定） 

•「 ALU および「ソース(音源)」を選んだときは、[音量]を 
押してお好みの色に調節します。 

(例： RC - A 1- S で 「 ALL 」 の場合） 


ALL 


BLUE 倩） I RED 柿） 

障 量]を押すとノ（一び左ちに移動し、色び変わります。 

「ソース(音源)」ごとに設定するときは、ソース(音源)を 
選んでか5操作して < ださし、。 

本体のとさは[カラー/デモ]を巧して、[音量つまみ] 
を回して調節します。 


I 設定した照明の色は、いつち正確に同じ色になるとは 
限りません。本機の使用環境(室内温度など)や長期間 
の使用による変化などのため、色合いび異なって見え 
ることびあります。 




RC - A 1 - S と RC - A 1- W は表示窓の色び異なります。 
RC - A 1 -S :青(目）/赤 ( R ) 

RC - A 1 -W :緑 （ G )/ アンバ ー( A ) 


養を 巧ず 


♦ 押すごとに次のよラに切0撰ね0まず。 

DIMMER 1 

X 

やや暗<なる 

T 

DIMMER 吕 

X 

さらに暗くなる 

T 

DIMMER OFF 

ディマー解除 
(お買い上げ時の設定） 




•カラーモードび 「RANDOM COLOR 」 のとをは、自動 
的に 「DIMMER OFF 」 になります。また、ディマーの 
設定ちでさません。 


チャイルド□ック 


CD や MD が取り出せないよラにでさます。ルさなお 
モ様のいたずら防止に便利です。 


電源 r 切」のとさに 

本体のを押しなが 5 本体の CTcd を押ず 


LOCKED 


本体の [ CD ( A )] または [ MD ( A )] を押すと、 「 LOCKED 」 
と表示され、 CD 和 MD を取り出せなくなります。電源 「切」 
のときに押すと 「 LOCKED 」 と表示され電源は入りません。 


チャイルド□ックを解除ずるには 
もう一度、上記の操作をずる 


UNLOCKED 


便利な機能 
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約について 


MD の制約について 

MD は、従来のカセットテープなどとは異なる独自の方式で情報を記録しています。この MD の記録方式には 
い<つかの制約があるため、次のよラな症状になることがあります。これらは製品の故障ではありませんので、 
ご了承 < ださい。 


症が 

原因 

MD に示された収録可能時間を使い切って 
し、ないのに rase FULL 」 び表示される。 

MD は時間に関係なく、録音できる曲数 （ トラック数）に制限びあります。 

巧（トラック）番号び2已已 ULL になる録音はでをません。 

(録音巧能な最大トラック数は2已4曲まで） 

巧番号にを収録可能時間にわを裕びあるの 
に 「DISC FULL 」 び表示される。 

部分的に消して録音し直す操作を繰り返すと、ディスクのあち5こち5に 
空さ部分びでさます。このよラな録音をした MD には、 ] 巧のデータび空さ 
部分に細かく分けて記録されまず。録音中、分けられた部分び多くなると 
rOISC FULL 」 び表おされることびあります。 

分けられて時間の短い部分 ( SP : 8秒 UTF 、 LP 2： 1目秒！;(下、 LP 4:32 砂 
政下)びでをると、その巧は、レ日 IN 」 でつなばることはできません。 

また、その部分は消しても残り時間は増えません。 

細かく分けて記録されている巧は、早送りや早戻しすると音び途切れること 
びあ0ます。 

また、 MDLP 規格による録音時間のモードび異なる曲は、り日 IN 」 でつなげ 
ることびでさません。 

デジタル録音した曲とアナ□グ録音した曲も 「 J 日 IN 」 でつなげることはでき 
ません。 

「 JOIN 」 機能び使えない。 

巧を消してわ残り時間び増えない。 

早送り、早戻しをすると、音び途切れるこ 
とびある。 

録音した時間と残り時間を足しても 、 MD 
に表示された収録可能時間にな5なし、。 

MD は、最低でを SP :] 2秒、 LP 2:24 秒、 LP 4:48 秒の連続したスペース 
びないと録音でをません。そのため、短い空走部分のたくさんで走た MD は、 

実隙に録音でさる時間は、短くなりまず。 


倍速録音に関して （ HCMS) 


MD は等速を超えるスピードで録音（コピー)することが巧能です。このため著作権を保護するための規制が必 
要になります。本機では、 CD から一度倍速録音した巧は、その曲の録音開始から74分が経過しないと、その 
巧の二度目の倍速録音はでをません。 

例えば、 CD の1曲目を倍速録音した場合、倍速録音が開始してから74分間は、その CD の1巧目を再び MD 
に倍速で録音することはでさません。また、 CD から倍速録音をする場合、録音開始から74分し^内に含計で 
101巧上録音することはでをません。1日日巧までの録音をすることがでをます。 


SCMS (Serial Copy Management System) 


CD のク U アな音をデジタル録音した場合、一度録音した機器から他の機器に再びデジタル信号のままコピー 
することはでさないよラになつています。つまり、「コピーのコピー」を作ることはでをません。この決まりを 
SCMS (シ U アル•コピー•マネージメントシステム）といいます。シ U アル•コピー•マネージント•システム 
とは、著作権保護のため、デジタルオーディオ機器間でデジタル信号のままコピーでをるのは]世代だけと規 
定したをのです。本機は、この決まりに準拠して設計されています。 


あなたびラジオ放送や CD 、 テープなどか5録音した 
ちのは、個人として楽しむなどのほかは、菁作権ま上 
権利者に無断で使用でをません。なお、この商品の 価 
格には、著作権まの定めにより、私的録音捕償金び含 
まれています。 

私的録音補償金についてのお問い合わせ先： 

社団法人私的録音補償金管理協会 
巧03— 已3已3 -0336 (代） 


OK A * NO 



• この規定により一度デジタル録音された MD からは、イ也 
の MD へデジタル録音することはでをません。 

• CD-R/CD-RW はアナ□グ信号に変換後、録音されます。 
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CD 、 MD 、 テープの取り扱いについて 




CD ①取り扱いかた 


大切な録音を消さないために （ MD ) 


»ケースからの出し入れ 

センターホルダーを押さえ 


文字のある面を上にして‘ 




再生面(虹をに光っている面)に 
触れないよラに持って出ず。 


上か5押さえて入れる。 


• CD に テープ や シールな どを張ったり字を書いたりしない 
で < ださし、。 

• CD は巧げないで < ださい。 

• 八ートや花などの形をしたシエイプ CD (特殊形状の CD ) 
は、絶対に使用しないでください。故障の原因となります。 


CD のお手入れ 


ほこり和づ5、指紋などを柔らかい巧でふをとって 
<ださい。 



おず内側か5が側へ 


連続したキズは音龍び 
の原因とな0まず。 


シンナーやベンジン、アナ□グレコード用のクリーナー 
などは絶対に使用しないでください。 


MD の取り扱いかた 


シャッターは開けないで 

無理に開けよラとすると 
MD がこねれます。 


置き場巧に気をつけて 

次のよラなところには置かないでください。 

♦ 直射日光び当たるところや車の中など温度の高いところ 

♦ 風呂場など湿気の多いところ 

•海辺や砂場など、砂ぼこ0びをいところ 



ディスクが反ったり、 
る原因とな0ます。 


巧れ和キズなどで使えな<な 


録音用 MD には、大切な録音を間違って消さないため 
の、誤消去防止つまみがついています。 


おをて面 



♦ 曲名などを記入したラベルは、指定し U 外の位置には張ら 
ないでください。万一、ラベルエ U アよ〇はみ出した0、 
はびれかかったまま MD を挿入すると、故障の原因とな 
ります。 

• MD は0などの失印に 
従って正しく入れてくだ 
さい。間違った方向で挿 
入すると、故障の原因と 
なります。 


ラベル面 



カセツトテープの取り扱いかた 


• テープにたるみびあ0まずと、巻 
さ込まれた0、故障の原因になり 
ます。使用する前にち図のよラに 
してたるみを取り除いてください 。 j 

0 


♦テープを引さ出した0、テープ’ 

/矢印方向に 

面に触れないでください。 

飽筆を回ず。 

大切な録音を消さないために（カセツトテープ） 


カセツトテープには誤消去防止用のツメ（タブ)びついてい 
ます。 


• ツメを巧っておくと録音 
(消去)がでをなくなり、誤つ 
て消してしまラことが防げ 
まず。 


再び録音したいとをはツメ 
の巧をセ□八ンテープなど 
でふさぎまず。 




その他 


定期のにお手入れを 

MD にほこりやコ’=びついたとをは、乾いたやわらか 
い巧でみき取ってから使用してください。 
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障かな？と思った 6 -修理に出ず前にをラー度お確かめ<ださい。一 


症 状 

原 因 

処置•確認のしかた 

参照 

ぺージ 

±t 

這 

部 

音びでない。 

• へツドホンびつなびれている。 

• へッドホンのプラグを抜く。 

77 

表示窓の時刻と曜日表示 
が点滅している。 

♦ 2日分上の停電びあったため。 
または電源コードを抜いたため。 

• 時計合わせやタイマーの予約をし 
直す。 

72 

C 

D 

プ 

レ 

1 

ヤ 

1 

部 

再生び始ま 6 ない。 

• CD び裏返しに入っている。 

• 又字のある面び上になるよラに正 
しく入れる。 

76 

• レンズに露びついている。 

•電源を入れたまま、]〜2時間待 
ち乾いてか5使ラ。 

7 

音おびがする。 

• CD にキズびある。 

• C □を交換ずる。 

- 

M 

D 

レ 

□ 

1 

夕‘ 

1 

部 

再生び始ま 6 ない。 

• レンズに露びついている。 

♦電源を入れたまま、]〜2時間待 
ち乾いてか5使ラ。 

7 

倍速録音ができない。 

• CD のプ□グラム再生、ランダム再 
生になっている。 

• [再生/ FM モード] を押してプ□グ 

ラム再生、ランダム再生を解除する。 

19 

20 

編集操作ができない。 

•再生モード （ PRGM 、 RANDOM ま 
たは GROUP ) びオンになっている。 

• [再生/ FM モード] を押して再生 

モードを解除する。 

19 

T 

2、 

了 

、ツ 

キ 

部 

再生音び小さい。 

• へツドび巧れている。 

• へッドを清掃ずる。 

7 

TAPE 録音ボタンを巧し 
ても録音状態にな 5 なし、。 

• カセツトの誤消去防止用のツメび 
巧れている。 

• セ□八ンテープなどでツメの巧を 
ふさぐ。 
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チ 

a 

1 

ナ 

1 

部 

雑音びをくて放送がラま 
く受信でをない。 

• アンテナの調節び不充分。 

♦アンテナの調節をし直す。または 
本機の設置場所を変える。 

70 

• AM ループアンテナ線の接続び違 
ラ。 

• 白線側を [AM EXT ] 側に接続する。 

70 

夕 

イ 

7 

1 

部 


• 電源び r 入」 になっている。 

• 現在時刻と曜曰び合っていなし、。 

• 電源を「切」にずる。 

• 正しい時刻と曜日に設定し直す。 

73 

72 

タイマ ー かスタ ート しな 
い。 

• タイマー表示 （©) とタイマーき号 
(1 〜 4) び表示されていない。 

• [時計/タイマー] を押してタイマー 
表示 (©) とタイマー番号 （ 1〜 4) を 
表示させ、再設定する。 

42 

44 

U 

モ 

□ 

ン 

リモコン操作ができない。 

• リモコンの乾電池び消耗している。 

• 新しい乾電池(単3お)と交換する。 

9 

• 1」モコン受光部に直射曰光などの 
強い光び当たっている。 

• 直射曰光や照明器具などの強い光 
び当た5ない所で操作する。 

7 


• 上記の処置をしてち正しく動作しないときは 

本磯はマイコンの働きで、多くの動作を行なっております。 
万一どのボタンを押してもうまく動作しないとさは、一度電 
源コードをはずし、しばらく待ってか5つなぎ直してくだ 
さい。そのあと時計合わせやタイマー予約をし直してくだ 
さい。 

• 大切な録音の場合は、必ず事前に試し録音をして正常に録 
音でをることを確認してか5お使いください。 


お照い 


• 本機の故障または不具合等によ0録音 • 再生などにおい 
て利用の機尝を逸したために発生した損害等の補償に 
ついては、ご容赦ください。 
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• メッセージー覧表 （ MD および CD のとを) 


メッセージ 

意 ほ 

処 置 

BLANK DISC 

何も録音されていない MD び入っている。 


CANNOT JOIN 

MD のシステム上の制約です。 

「MD の制約について」 をご覧ください。 

(階 48) 

離れているグループをつなばよラとした。 

とな0あラグループとつなげてください。 

が） 

CANNOT 

LISTEN 

倍速録音中に音量•音質調節をしよラとした。 

倍速録音中は、 CD の再生音び出ません。 

終わるまで待ってください。 

CANNOT REC 
NORMAL ONLY 

倍速録音びでをない。 

倍速録音に失敗した。 

等を録音にして < ださし、。 

CANNOT TITLE 

MD に入力でをる文字数(合計で1792夕字)を 
越えている。 

1792文宇 L 处下にしてください。 

CANNOT PLAY 

再生でをないディスク （ DVD ディスク、ファ 
イナライズされていない CD - R / CD - RW ディ 
スク、再生巧能なファイルび記録されていない 
CD - R / CD - RW ディスク、何も記録されていな 
し' iCD - R / CD - RW ディスク）び入っている。 

本機は DVD ディスクには対応していません。 

フアイナライズされた CD - R / CD - RW ディス 
ク、または再生巧能なファイル (11^7) び記録さ 
れた CD - R / CD - RW ディスクに取り換えてくだ 
さい。 

DISC FULL 

MD の空き時間び足りない。 

巧番号び2己4を超えている。 

(2 已4曲まで録音可能） 

他の録音用 MD と取り換えてください。 

DISC 

PROTECTED 

MD び誤消去防止状態になっている。 

MD の誤消去防止つまみをず5し、巧の閉じた 
状態にしてください。 

EMERGENCY 

STOP 

異常び発生した。 

電源を入れ直してください。 

GROUP TRACK 

すでにグループに登録されている曲を選んでグ 
ループを作ろラとした。 

グループに登録されていない曲を還んでグルー 
プを作成してください。 

HCMS 

CANNOT COPY 

倍速で録音した巧を、その巧の録音開始か5 
74分!;(内に再び倍速録音しよラとした。 

著作権保護のため内部タイマーび働いていま 
す。74分 L 处上待つかまたは等速録音にしてく 
ださい。 

MD NO DISC 

MD び入っていない。 

MD を入れてくださし、。 

NON - AUDIO 
CANNOT COPY 

CD-ROM (ビデオ CD など）をデジタルダビン 
グしよラとした。 

録音を中止して < ださし、。 

PLAYBACK 

DISC 

再生専用 MD に録音•編集しよラとした。 

録音用 MD と取0換えてください。 

READ ERROR 

MD び異常(損傷している)。 

MD を取0換えてください。 

CANNOT COPY 

デジタルのコピーの コピー を作ろラとした。 

自動でアナ□グ録音に切0撰ね0まず。 

( 陸 24 、 48) 

TRACK 

PROTECTED 

他の機器で DIVIDE 、」 OIN または消去びでさ 
ないよラになっている。 

本機では觸除でさません。録音した機器で編集 
操作してください。 


已1 



















































HP-S35 - MD レンズク U— ナー： CL-MLA 

CN-325A (長さ 1.8m) - FM フイーダーアンテナ： CN-511A(300n) 

CN-203A (LINE 端子の接続用） （アンテナコネクター: VZ-71A と一緒に使います) 

•アンテナ]ネクター： VZ-71A(75n/300n) 



証と アフターサービス 


(化ずお読みください） 


保証書(別添） 


保証書は、必ず「お買い上げ曰-販売店名」等の記入 
をお確かめのラえ、販売店から受取っていたださ内容 
をよくお読みの後、大切に保管してください。 

- 保証期間 


お買い上げの曰か 51 年間 


補修用性能部品の最低保有期間 

CD-MD ポータブルシステム補修用性能部品の最低保有 
期間は、製造打切り後目年でず。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持ずるため 
[L 必要な部品です。 


修理に関ずるごホ目談やご不明な点は 


修理に関するご相談やご不明な点は、 お買い上げの販売店 または 53 ページの 「ビクターサービス窓口案内 J をご覧のラえ 

最寄りのサービス窓□にお問い合わせください。 

J 


修理を依頼されるとさは 

持込修理' 


50 ページの r 故障かな？と思った 6J に従ってお調べください。それでちなお異常のあるとさは、使用を中止し、 お買い上 
げの 販売店に修理をご依頼ください。このとさ不具合の発生した CD や MD などの;ディアを、一緒にご持参ください。 



保証期間び過ぎているとさは 


修理に隙しましては保証書をご提示<ださい。 II参理ずれば使用でさる製品については、お客様のご要望に 

保罰書の規定に従って販売店が修理させていたださまず。 より有料で修理させていただをまず。 


お買い上げ曰 


お買い上げ店名 

田 （ ) - 


便利メモ 


お客様の個人情報のお取り巧いについて 

ご相談窓□におけるお客様の個人情報につきましては、日本ビクター株式会社およびビクターグループ関係を社似下、当社）にて、 
下記のとおり、お取0扱いいたしまず。 

• お客様の個人情報は、お問い合わせへの対応、修理およびその確認連絡に利用させていただをまず。 

• お客様の個人情報は、適切に管理し、当社び必要と判軌ずる期間保管させていたださます。 

• 次の場合を除さ、お客様の同意なく個人情報を第王者に提供または開示することはありません。 

①上記利用目的のために、協力会社に業務委託する場を。当該協力会社に対しては、適切な管理と利用目的外の使巧をさせない措置をとります。 
® 法令に基づいて、司法、行政またはこれに類する機関から情報開示の要請を受けた場合。 

■ お客様の個人情報に関ずるお問い合わせは、ご相談いたださましたご相談窓□にご連絡ください。 


^別売のオプション品 


ンドド 
ホ-_ 

ド n n 

ッ源続 

へ電接 


52 


• 別売のオプション品はお買い上げの販売店でお求めください。品番は変更されることびあ 0 ます。 
• この製品の製造時期は本体の裏面に表示されています。 

































ビクターヴー ビス,客□案内 (ビクタ-ヴ-ビス I ンジヴリング佩靴) 


ビクター 製品の アフターサービスは お買い上げの へ ご'相談ください 


ご転居等で保証書記載のお買い上げ販売店にアフターサービスをご依頼になれない場合は、最寄りのに相談窓□」にご相談ください。 


部道府 

県を 

窓□を 

T E L 

所在地 



北海 

道 


札 幌 S . C . 

(011)898-1 180 

札憾市厚別区厚別東五条 1 -2 ぶ日 


姐 川 S.C. 

(01 色 6)61-3659 

旭り 1 市巧居二条 3-2- 15 

北海道 

化見 S . S . 

(01 己 7) 2 已 -8 已己 7 

北見巿山下的 4-7- 19 

卸 1 SSS . S . 

(0154) 24-0797 

訓路市松; 1 町 3 番 3 号 


帯広 S . S . 

(01 己 5) 24-4493 

帯広市東 6 ま南 12-1 1 


函館 S . S . 

(01 3 日 ) 52-5324 

函館市五棱郭お 4-1 目函館五棱郎 MF ビル 1 F 



東 

北 


青 巧 S . C . 

(017)723-2261 

青森市桂木 4-S-17 

青巧 

八戸 S . S . 

(0178) 44-4521 

八戸市—爾訪 2-2-36 


な前 S . S . 

(0172) 28-01 已 5 

化前市高田 1-13-1 

岩手 

盛 岡 S.C, 

(01 白） 637-01 21 

盛岡市津志田西 2-3-20 

水お S.S. 

(01 曰 7) 22-2773 

奧州市水沢区天文台通 D 3-1 2 

が： 田 

が 田 S.C. 

(018)824-3189 

が田市山王中圍町 4-1 

大館 S . S . 

(0186) 43-0980 

大館巿美園町己-日 

言が 

仙 台 S.C. 

(022)287-0151 

仙台市若林区六 T の目西町 7-1 3 

山お 

山 形 S.C. 

(023) 已 42-0279 

山 あ市松山 3-12- 18 

酒田 S . S . 

(0234)26-7145 

巧田巿亀ヶ崎 6-6-1 

福島 

郡 山 S . C . 

(024) 952 -已 331 

郡 山 市堤 1-3 



関ま•甲 

信越 


【出張修理き門】のご巧設窓 □ 


則す]-ルセンタ- 

(027)25 已 -5982 

浦ま巿当代島 2-13-27 

お馬 

【お巧かり隹垣 

、補修用部品】のご巧該窓口 


前 橋 S . C . 

(027) 2 己 5-5921 

前橋市大渡町 1-10-1 

日本ビクター(株）前橋工場第 2 棟 1F 


【出張修理專門】のご巧該窓口 

栃木 

則本]-ルセンタ- 

(028)635-2938 | 浦安市当代島 2-13-27 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 


宇巧宮 S . C . 

(028) 638-1639 

宇都宮市東宿郷 3-5-22 


【出張修理專門】のご巧該窓口 


開本]-ルセンタ- 

(029) 呂 46-0590 

浦安市当代島 2-13-27 

巧城 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 


水 戸 S . C . 

(029) 246-1560 

が戸市元吉田巧 1030 

日本ビクター（株）水戸工場技術棟 1F 


【出張修理専門】のご巧設奋、 □ 


郎本〕-ルセンタ- 

(03)5803-2888 

浦ま市当代島 2-13-27 


【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓 □ 

干萬 

千 裏 S . C . 

{043) 吕 02-02 已 3 

千葉市中央区中央五了目 9-1 日 




兰井生命千葉中巧ビル 1F 


柏 S . C . 

(04)7175-4322 

柏市豊四季已 12-1 0-67 


浦 ま S . C . 

(047)353-6189 

浦安市当代島 2-13-27 


【出張な巧専門】のご相談窓口 


束日本〕-ルセンタ- 

(03)5803-2888 

浦安市当代島 2-13-27 


【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 


本 巧 S.C. 

(03)5684-8254 

文京区本郷 3-14-7 ビクター本郷ビル 1F 

ま京 

揉 馬 S . C . 

(03)3993-7520 

練馬区豊玉南 1-19-1 


大 田 S . C . 

(03)5748- 3701 

大田区池上二 T 目 8-10 フラムビル 1F 


八王子 S . C . 

(042) 646 -已 914 

八王モ市大和田の 2-9 -色 


【業務用な器専門】のご相談な口 


CS センター 

(03) 已已 31 -2235 

墨田区ノ値五 T 目 1 1-1 


【出巧巧巧専門】のご巧訪杳口 

埼玉 

ま曰すコールセンター 1 く 03) 5803-2888 

浦ま市当代島 2-13-27 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓 □ 


大 き S . C . 

{048) 已己 4 -己 241 

ごいたま巿化区東大成町 2-6 己 8- 1 


【出張修理専門】のご巧設を □ 


扣本〕-ルセンタ- 

(03)5803-2888 

おま市当代島 2-13-27 

巧尉 II 

【お預かりち担 

、话修用部品】のご相談窓 □ 

横 巧 S . C . 

{045) 已已 1-0403 

横お市 中 区翁町 1-3-1 


巧模原 S . C . 

(042)776-2052 

ネ目模原市ち淵 3-7-4 


巧をち S . C . 

(046)234-4 已 00 

ミ毎を名市東柏ヶ谷日- 19-2 巨 


【出張修理専門】のご巧設窓 □ 

山裂 

貼本]-ルセンタ- 

(055)227-5773 

おま市当代島 2-13-27 

【お巧かり巧垣 

、補お用部品】のご巧鼓ち口 


甲巧 S . S . 

(055)237-4016 

甲府市湯 田 2- 11 -已 


【出巧巧巧専門】のご相談な口 


ま日本〕-ルセンタ- 

(025)241-4003 

浦ま市当代島 2-13-27 

巧谓 

【おおかり隹理、巧お用部品】のご巧該窓口 


が 瀬 S . C . 

(025) 242-3431 

新瀉市明石 1-2- 19 


長岡 S . S . 

(0258) 24-8391 

長 岡 市下下条 2-1366-1 


【出巧な巧専門】のご巧設窓口 


ま日す〕-ルセンタ- 

(026)221-7607 

巧ま市当代島 2-13-27 

長野 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談あ口 


長 野 S . C . 

(02 色) 221-6583 

長野市" 1 合 新田 962-1 


松、本 S . S . 

(0263) 25-9165 

松本市庄巧 2-4-21 


都県道ぶ 

窓 

□名 

tel 

所在地 





東 

海 



を 

岡 S . C . 

(054)282-4141 

静岡市駿河区中田本阻日 3-31 中田ビル 1 F 

静 

岡 

ミ召 

ま & S . 

(055) 922-1557 

沼ま巿筒井に6-己 



巧 

松、 S . S . 

(0 已 3) 421-3441 

お松市化島町785 



を古屋 S . C . 

(0568)25-3235 

化名ち屋市九之坪鴨田12 1-1 

愛 

巧 

= 

巧 S . C . 

(0 已已 4) 吕已 -0321 

岡崎巿莫町 2-23 宝ビル101号室 



皇 

橋 S . S . 

(0532) 巨 4-08 15 

豊橋巿を米東お1 -1-1 

应 

卓 

岐 

阜 S . S . 

(058)274-1947 

岐阜市宇佐南 3-1-28 

_ 


E 

重 & S . 

(059) 35呂 -0841 

四日市市堀木 2-15-2 

■ 


ま 

S . S . 

(0 已 9) 2吕 9-7780 

ま巿大字藤方 485-1 8 





化 

陸 

富山 

富 

山 S . S . 

(076) 425-2397 

富山市二口町四了目 1-3 

石 

III 

金 

お S . C . 

(07 已）吕 69-4821 

金沢市新保 本 四了目 65- 17 

福 

井 

福 

井 S . S . 

(0776)53-6916 

福井市西開発 3-21 1 





近 

を!を 
取 

巧貸 

お 

賀 S . S . 

(077) 己 82-581 2 

守山巿浮気町268 



【出張修埋専門】のご相談窓 □ 

を 

都 

西日本トルセンタ- 

(0 已）己 304-5731 

大阪市斌II区囲!に- 4-28 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓 □ 



京 

都 S . C . 

(075) 644-0247 

京都市伏見区深草下り1原町31 - 1 

ま 

巧 

巧巧山 S . S . 

(07 フ 3) 2 呂 -8664 

福知山市厚東町14己-2 

化 

部 







【出張修理専門】のご相談窓 □ 


良 

西日本]-ルセンタ- 

(0 已）己 304-5731 

大販市激II区囲 N 2-4-28 


【お?員か 0 修理、補修用部品】のご相談窓 □ 



奈 

良 S . S . 

(0742)35-0935 

奈良市大宮の6-3-10藤本ビル 1 F 



【出張修理専門】のご相談窓 □ 



西日本]-ルセンタ- 

(0 已）己 304-5731 

大販市激 II 区田りに-4-28 



【お?員か 0 修理、補修用部品】のご相談窓 □ 

大 

阪 

大 

阪 S . C . 

(0 已）已 304-5731 

大阪巿激II区囲 112-4-28 

巧 

S . C . 

(072)254-2881 

巧市化区百舌鳥梅町 3 T 目 2 1-2 伊助 A イツ 



【業巧用な器専門】のご相談窓口 



メンテナンスセンタ- 

(06) 6304-6715 

大阪市淀 W 区田りに- 4-28 

和歌山 

和歌山 S . S . 

(073) 472-6799 

和!歌山巿太旧 430-8 

田 

辺瓦 S 

(0739)22-9976 

田辺市漢 1581-12 



【出張修理専門】のご相談,客口 

巧 

庫 

西日本]-ルセンタ- 

(06) 6304-5731 |大阪市淀 J 11区田りに- 4-28 

中ま部 

【お?負か D 修理、補修用部品】のご巧設窓口 



神 

戸 S . C . 

(078)252-0562 

神戸巿中巧区お辺通 2 T 目 1-3 CE 宮国隱ビル 1 F 

兵 

庫 

姫 

巧 S . S . 

(079)234-3833 

姫路市中地南町1 1-1 

西 

部 









中 

国 

岡 

山 

岡 

山 S . C . 

(086) 243-1 5 已已 

岡山市西古化西町 8-23 

広 居 

広 

島 S . C . 

(082) 243-9839 

広島市中区光南 3-9- 17 

福 

山 S . S . 

(084) 931-6984 

福山市南蔵王町 3-5- 15 



山 

□ S . C . 

(083) 973-3708 

山口市ル郡な園な 己- 28 

山 

□ 

徳 

山 S . S . 

(0834)27-1331 

周南巿野上の 2-3 己 

島 

根 

松 

江 S . C . 

【08 已 2) 3 1-8900 

松江市学園 1-16-39 

鳥取 

鳥 

取 S . S . 

(0857)23-2151 

鳥取市 千 佑" 了目 22-1 





四 

国 

き" 1 

高 

松、 S . C . 

(087) 86 已 -1200 

高松市田がの 20 巳- 1 

徳島 

徳 

島 S . S . 

(088) 622-7387 

德島市巧浜 2-37 

高巧 

高 

巧 S . S . 

(088) 882-0 已 4 已 

高知市高須新町 4-1-43 


損 

松 

山 S . C . 

(089) 923-0372 

お山市中巧 1-4- 12 


宇巧島 S . S . 

【089 已 ）20-1 018 

宇ネ□島巿お下ま甲 407 -40 

九^)、 H • 

中縄 

福 

化 

岡 

福 

岡 S . C . 

(092) 431-1261 

福岡市博多区博多駅前 4-16-1 

义留米 S . S . 

(0942) 39-349 已 

义 留米巿西の字巧浦 1-1 192 


化九州 S . C . 

(093) 921-3981 

化九州市ル倉化区片毁 2-1 己-12 

長崎 

長 

崎 S . C . 

(095) 862-5522 

長崎市城山の 9- 13 

佐世巧 S . S . 

(095 巨) 33-5568 

佐世な市木風町 1467-2 

大 

分 

大 

分 S . C . 

(097) 543-1422 

大分市西大道 3-1-1 

能 

本 

能 

本 S . C . 

(096) 353-4536 

熊 本巿お見町 8-1-10 

宮 

崎 

宮 

崎 S . S . 

【098已) 24-540 1 

宮崎市瘍島の 3-59 

延 

岡 S . S . 

(0982)35-7077 

延岡巿您領お 24-3 

鹿巧島 

鹿巧島 S . C . 

(099)282-8818 

鹿児島巿田上 t 了目 9-8 

沖揮 

沖 

揮 S . C . 

(098) 898-3631 

宜野湾市真志喜 1-13-1 目 


所在地、電話番号が変更になる場合びございますので、あらかじめご了をください。 0706 

参略号について S.C. はヴービスセンターの略巧でず。 

S.S. はサービスステーシヨンの陪巧です。 


そ 

の 

化 


已3 






























































































































































































心 i な仕様 —本機の仕様およびか観は、改善のためモ告な < 変更することがあ0ます。-2 


CD プレーヤー部 


タイマー部 


お式 

コンパクトディスクデジタルオ-ディオシステム 

タイマーお式 

4プ□グラム動作(オン•オフタイマー） 

サンプリング周波数 

44.1 kHz 


( WEEKLY/ONCE 切換巧能） 

チヤンネル数 

2チヤンネル•ステレオ 

ス IJ ープタイマー 

1 日、 2 日、 3 日、目日、 9 日、 12 日、 ] 日日分 

周液数特性 

20 Hz 〜 20 kHz 


(ディマー機能付） 



時計表示 

24時間表示 

MD レコーダー部 




お式 

S ニディスクデジタルオーディオシステム 

共通部 


記録方式 

磁界変調オーバーライ h ち式 

スピーカー 

8 cm (丸あ X 2)、4 0 

再生時間 

録音時間のモード 

入力端子 

LINE IN (の3.已ステレオ S 二 X ]) 


SP : 80分） 


已日日 mV /47 kO:LEVELl 


齡：1目日分ィ端菩 


2已日 mV /47 kO 丄 EVEL 2 


LP 4 : 320分） 


125 mV /47 kO 丄 EVEL 3 

サンプリング周波数 

44.1 kHz 

出力端子 

LINE 日 UT (ゆ 3 .己ステレオミニ X 1) 

音声圧縮ち式 

ATRAC / ATRAC 3 (MD LP ) 方式 


250 m \//2 .已 kO 

チヤンネル数 

2チヤンネル•ステレオ 


PH 日 NES (ゆ3.已ステレオミニ X 1 ) 

周放数特性 

20 Hz 〜 20 kHz 


] 己 mW + ] 已 mW / 32 Q 

チユーナー部 



適合インピーダンス1目 n 〜] kn 



実用最大出力 

4 W + 4 W ( JEITA / AC ) 

受信周波数 

FM ： 76.0 MHz 〜 1 08.0 MHz 





電源 

AC 100 V (巳0 Hz /60 Hz 共用） 


AM :已31 kHz 〜 ,629 kHz 



アンテナ 

FM :7 已0不平衡型/□ッドアンテナ 

消費電力 

電源入(日 N ) 時2目 W 


AM : ループアンテナ 


切 (STAND 目 Y ) 時0.曰 W 



最大外お寸法 

幅46日 11111IX 高さ]88 11111IX 奧巧268 mm 

テープレコーダー部 


質量 

約已 .6 kg 

トラック方式 

コンパクトカセット•ステレオ 



録音方式 

^流パ’イアス 

• JEITA は、電子情報技術産業協会の規格による数値です。 

消去方式 

交流消去 

•本機は、ドルビーラボラトリ 

ーズの米国及ぴ列国特許に基づく許諾製品です。 

ヘッド 

消去にギャップフェライト）1 




録音•再生 ( A — ドパーマ□イ ） J 




コンビネーシヨン X 1 



早巻時間 

約200秒 ( C - 曰 0) 



周波数範囲 

ノーマルテープ 




:已〇 Hz 〜 12. 己 kHz ( JEITA ) 


已4 




索引 


1巧だけ録音., 


27,31 


ALL ERASE. 36 

AM ループアンテナ . 70 

CD. 76, 24,2も30,49 

CD-R/CD-RW. 7, 24 

DIVIDE. 34 

DIVIDE GR. 38 

ENTRY GR. 38 

ERASE. 36 

ERASE GR. 47 

FM 屋外アンテナ . 70 

FM モード . 14 

FORM GR. 37 

HCMS. 48 

JOIN. 35 

JOIN GR. 39 

LINE. 70, 7 7, 22, 29 

MD.... 76, 24, 26,な34, 4 な， 49 

MOVE. 35 

MOVE GR. 39 

QP リンク再生 . 22 

SCMS. 24, 48 

UNGR ALL. 47 

UNGROUP. 40 


再生 . 76, 77 

再生タイマー . 44 

サウンドリフター . 13 

シンク□録音.. . 26, 28 

スーパー バスプロ. .. 13 

スヌーズ. . 45 

スリ—プ. . 42 


タイトルサーチ . 21 

タイトル入力 . 32 

ダイレクト選曲 .. 18 

チャイルド□ック . 47 

ディスクタイトル . 32 

ディマー . 47 

デモ表示 ......... 77 

電源コード ....... 7 7 

時計合わせ . 72 


倍速録音 . 26, 48 

表示窓 . 8, 23 

プ□グラム再生 . 20 

プ□グラム録音 ... 27, 31 

ヘッドホン . 77 


オートスタンバイ. 



マ—ユアル選局 . 

. 14 

13 

マ-ユアルプリセット . 

. 75 

46 

モノラル録音 . 

. 24 

14 



15 



13 

ラジオ . 

. 74, 29 

42 

ランダム再生 . 

. 79 


拡大表で.. . 46 

カラーモード . 47 

グループ再生 . 79 

グループタイトル . 32 

グループ編集…… . 37〜41 

グループ録音 . 26 

個人情報.. . 52 


リピート再生 . 18 

§1 胃 . 26〜31 

録音スピード. . 26 

録音タィマー . 42 

録音モード . 25 

□ッドアンテナ . 10 


その他 


已已 









































































































ユーザー登録およびアンケートのお願い 


このたびは、ビクター製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございました。 

令後のよりよい製品の開発に反映させるために、ユーヴー登録およびアンケートにご協力をお願いいた 
しよす0 

♦下記アドレスのホームページより、ご登録ください。 

httpJfwww.victor.co.jpfregfaudio/ 


ご相談や修理は ^ 

ビクター敦品についてのご巧談や修理のご巧巧は、 

お買い上げの販売店にご相談ください。 

転居されたり、贈答品などでお困りの場合は、下記の相談窓 □ にご相談ください。 

修理などの アフターサービスに 関ずるご相談 
ビクターサービスエンジニアリング株式会社 

お買い物相談や製品についての全般的なご相談 
お客様ご相談センター 

53 ページの「ビクターサービス窓 □ 案の」 

をご覧ください。 

フ U - ダイヤル 

函 0120 -2828-1 7 

携帯電話 ■ PHS • FAX などからのご利用は 

電話 （ 045) 450-8950 

FAX (045) 450-2275 

干 221-8 日 28 横お市巧奈リ 1 区守屋巧 3-12 

ノ 


•ご相談窓口におけるお客様の個人情報の取り扱いについロホ、52ぺージをご覧ください。 


ビクターホームぺージ http://www.victor.co.jp/ 


日本ビクター株式会社 

干 221- 8日28横お市巧奈川区守屋町3-に 


© 2006 Victor Company of Japan, Limited 


0806 NYMSANJEM 










